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明
治
中
期
に
お
け
る
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
組
織
と
活
動

明
治
十
八
年
の
創
立
か
ら
明
治
三
十
三
年
こ
ろ
ま
で

荻

野

喜

弘

は
じ
め
に

本
稿
は
明
治
中
期
に
お
け
る
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
、
明
治
十
八
年

二

八
八
五
)
に
筑
豊
各
郡

の
石

炭
坑
業
組
合

の
連
合
組
織
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
五
郡
坑
業
組
合
と
し
て
ま
ず
発
足

し
、
同
二
十
四
年
に
組
織
統
合
し
、
さ
ら
に
二
十
六
年
に
改
組
さ
れ
、
筑
豊
石
炭
鉱

業
組
合
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
同
組
合
は
何
度

か
規
約
を
改
正
し
た
が
、
組
合

の
基

本
的
性
格
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
有
力
な
同
業
者
団
体
と
し
て
成
長
し
、
注
目
を
集

め
た
。
と
く
に
大
正
三
年

二

九

一
四
)
か
ら

五
年
に
か
け
て
全
国
に
先
駆
け
て
採

炭
制
限
を
実
施
し
、
第

一
次
大
戦
後
の
不
況

に
際
し
て
は
石
炭
鉱
業
連
合
会
、
す
な

わ
ち
全
国
的
カ
ル
テ
ル
結
成
の
推
進
役
と
な

っ
た
。
ま
た
大
正
五
年
実
施

の
鉱
夫
保

護
立
法

で
あ
る
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
改
正
問
題
、
あ
る
い
は
米
騒
動
後

の
労
働
運

動
の
台
頭

へ
の
対
抗
な
ど
労
働
問
題
に
対
し

て
も
使
用
者
団
体
と
し
て
積
極
的
に
か

か
わ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
昭
和
恐
慌
期
に
鉄
道
省
納
炭
問
題
に
端
を
発
し
た
組
合

内

の
大
手
炭
鉱
と
中
小
炭
鉱
間
の
利
害
対
立
は
、
昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)
九
月
に

は
中
小
炭
鉱
に
よ
る
筑
豊
石
炭
鉱
業
互
助
会

の
結
成

へ
と
進
み
、
八
年

二
月

つ
い
に

同
会
は
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
か
ら
分
離
す
る

に
至

っ
た
。
大
手
炭
鉱

の
み
に
な
っ
た

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
九
年
五
月
に
改
組
し
、

社
団
法
人
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
と
し
て

再
発
足
し
た
。
同
会
は
、
昭
和
十
六
年
十

一
月
に
戦
時
統
制
機
関
と
し
て
石
炭
統
制

会
が
設
立
さ
れ
る
に
及
ん

で
、

つ
い
に
解
散
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、
半
世
紀
を
越
え
る

歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
長

い
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
歴
史
の
う
ち
、
明
治
十
八
年

の
創
立
か

ら
、
同
三
十
三
年

こ
ろ
ま

で
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

こ
の
時
期
は
日
本
に
お
け
る

産
業
革
命
期

で
あ
り
、
か
つ
筑
豊
炭
鉱
業
の
確
立
期
で
あ
る
が
、
同
時
に
日
本
に
お

け
る
同
業
組
合
政
策
が
展
開
を
み
、
同
業
組
合
が
簇
生

し
た
時
期

で
も
あ
る
。
本
稿

は
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
を
対
象
に
そ
の
組
織
と
活
動
が
、
同
業
組
合
政
策

・
鉱
業
政

策
と
当
該
産
業
の
展
開
の
な
か
で
ど
の
よ
う
・な
推
移
を
た
ど

っ
た
か
を
産
業
革
命
期

に
限
定
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

五
郡
坑
業
組
合
の
組
織
と
活
動

当
初
の
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
、
明
治
十
八
年

二

八
八
五
)
四
月
九
日
付
福
岡

県
布
達
第
三
四
号

「石
炭
坑
業
組
合
準
則
」

に
も
と
づ
き
設
立
さ
れ
た
筑
豊
五
郡

の
各
石
炭
坑
業
組
合
の
連
合
組
織
と
し
て
、
同
年
十

一
月
十
四
日
に
創
立
さ
れ
た
と



さ
れ
る
。
(以
下
、
五
郡
坑
業
組
合
、
も
し
く
は
単
に
坑
業
組
合
と
略
称
)
。
福
岡
県

に
お
け
る
石
炭
坑
業
組
合
の
設
立
は
、
十
七
年
十

一
月

二
十
七
日
付
農
商
務
省
達
第

三
七
号

「同
業
組
合
準
則
」
を
う
け
と
め
た
県
当
局

に
よ
る
同
業
組
合
組
織
化
方
針

の

一
環
と
し
て
、
県
当
局
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
筑
豊
五
郡
坑
業
組
合
の

創
立
に
先
立

っ
て
十
八
年
十
月
二
十
九
日
よ
り
直
方
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
連
合
会

の
議
案
、
す
な
わ
ち

「第

一
号
議
事
細
則
、
第

二
号
五
郡
組
合
聯
合
規
約
草
案
即
ち

取
締
所
設
置
、
会
議
開
設
の
件
、
第
三
号
依
托
販
売
即
ち
石
炭
売
買
を

一
途
に
す
る

方
を
設
く
る
の
三
条
」
は
県
庁
で
草
稿
さ
れ
た
と
さ
れ
、
当
日
県
か
ら
四
等
属
石
野

寛
平
ら
が
出
席
し
て
い
る
。

こ
の
連
合
会

で
石
炭
坑
業
組
合
連
合
規
約
、

一
括
販
売

荷
為
換
手
続
が
決
め
ら
れ
、
連
合
総
長
を
お
き
、
取
締
所
を
設
け
、
万
般
の
監
督
を

な
さ
し
め
、
ま
た
石
炭
の

一
括
売
捌
き
は
目
尾
坑
主
杉
山
徳
三
郎
に
信
認
金
お
よ
び

石
炭
為
換
金
五
万
円
で
引
き
受
け
さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
若
松
に
五
郡
連
合
取
締

所
、

一
括
売
捌
所
、
藍
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
出
張
所

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
月

二
十

一
日
若
松
港
で
、
翌
二
十

二
日
藍
屋
港

で
そ
れ
ぞ
れ
開
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

さ
き
の
連
合
会
で
決
定
さ
れ
た
申
合
規
約
は
出

願
の
う
え
認
可
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

十
二
月
初
め
の
若
松
で
の
会
議
で
修
正
の
動
き
が
起

こ
り
、
同
月
二
十
三

・
四
日
の

藍
屋
で
の
会
議
で
修
正
案
を
決
定
し
、
役
員
を
選
出
し
、
組
織
整
備
を
は
か
っ
た
。

こ
の
修
正
規
約
の
正
式
名
称
は

「筑
前
国
遠
賀
鞍
手
嘉
麻
穂
波
豊
前
国
田
川
五
郡
坑

業
組
合
申
合
規
約
」
(十
二
月
二
十
八
日
付
認
可
)

で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
取
締
所
を

直
方
町
に
、
出
張
所
を
若
松

・
藍
屋
両
港
に
置

き
(第
二
条
)、
役
員
は
総
長

一
名
、

幹
事
四
名
、
書
記
四
名

で
あ

っ
た
(第
四
条
)。
総
長

に
は
石
野
寛
平
が
選
出
さ
れ
、

石
野
は
十
二
月
二
十
六
日
付

で
三
等
属
に
昇
進

し
即
日
非
職
と
な
り
、
申
合
規
則
と

と
も
に
県
の
認
可
を
受
け
、
総
長
に
就
任
し
た
。
幹
事
に
は
従
来
の
各
組
合
組
長
の

四
名
、
す
な
わ
ち
有
松
伴
六

(嘉
麻
穂
波
)
、
後
藤
健
作

(鞍
手
)、
桑
野
里
七

(田

川
)、伊
藤
絢
索

(遠
賀
)
が
選
出
さ
れ
就
任
し
た
。
さ
ら
に
坑
主
委
員
と
し
て

】
郡

二
名
ず

つ
、
す
な
わ
ち
帆
足
義
方
、
杉
山
徳
三
郎
、
松
本
潜
、
行
実
孫
次
郎
、
久
保

田
良
蔵
、
安
川
敬

一
郎
ら
十
名
を
選
出
し
た
。
な
お
委
員
と
は
別
に
郡
別
に
計
三
八

名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
有
力
議
員
と
し
て
は
麻
生
太
吉
、
麻
生
多
次
郎
、

許
斐
鷹
介
、
平
岡
浩
太
郎
、
宮
田
政

一
な
ど
が
い
た
。
組
合
会
計
に
つ
い
て
は
、
十

八
年
十
二
月
1
十
九
年
三
月
の
収
支
予
算
規
模
は

一
、
七
〇
〇
円
余

で
、賦
課
金
は
若

松

.
盧
屋
両
港
着
炭

一
万
斤

に
つ
き

一
〇
銭

で
、
支
出
の
う
ち
給
与
が

一
、
二
七
二
円

に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
他
旅
費
、
雑
費
な
ど

で
あ

っ
た
。

こ
の
十
八
年
十

二
月
の
申
合
規
約
は
本
部
を
直
方
に
置
き
、
ま
た
川
?

に
関
す
る

詳
細
な
規
定
を
含
ん

で
い
た
が
、
十
九
年

一
月
に
五
郡
川
?

同
業
組
合

(以
下
、
艦

業
組
合
と
略
称
)
が
設
立
さ
れ
、
坑
業
組
合
と
艦
業
組
合
と
の
間

で
川
?
に
関
す
る

協
定
が
成
立
し
た
。
か
か
る
経
緯
を
ふ
ま
え
て
か
、
五
郡
坑
業
組
合
は
十
九
年
四
月

に
規
約
を
改
正
し

、
名
称
を
筑
前
国
豊
前
国
石
炭
坑
業
組
合
申
合
規
約
と
改
称
し
、

取
締
所
を
若
松

に
、
出
張
所
を
盧
屋
に
置
く
こ
と
に
改
め
、
ま
た
川
?

に
関
す
る
規

定
を
簡
略
化
し
、
さ
ら
に
規
約
全
体
に
わ
た

っ
て
手
が
加
え
ら
れ
整
備
さ
れ
た
。
こ

の
十
九
年
規
約
が
二
十
六
年
ま
で
の
坑
業
組
合
の
組
織
を
基
本
的
に
枠
づ
け
た
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
筑
豊
坑
業
組
合
の
活
動
は
、
総
長
の
存
在
時
期
に
よ

っ
て
つ
ぎ
の
三
期
に
小
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
第

一
期
石
野
寛
平
総

長
時
代

(創
立
か
ら
明
治

二
十
二
年
六
月
ま
で
)
、第
二
期
総
長
不
在
時
代

(二
十
四

年
二
月
ま
で
)、
第
三
期
龍
崎
中
和
総
長
時
代

(
二
十
六
年
三
月
ま
で
)

で
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
組
合
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①

石
野
総
長
時
代

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
石
野
総
長
の
演
説
筆
記

で
あ
る

「筑
豊
石
炭
坑
業
組
合
沿

一一



革

ノ
略

」

に
よ

く

ま

と

め

ら

れ

て

い
る

の

で
、

こ
れ

を

中

心

に

み

て
ゆ

く

こ
と

に
し

た
呼

同
沿
革
は
坑
業
組
合

の
活
動
を
①
運
河
・
②
鉄
道
敷
設
な
ら
び
に
運
河
港
湾

改
修
、
⑥

一
括
店
、
㈲
煽
石
制
限
、
⑤
川
?
運
賃
、
⑤
石
炭
坑
業
改
良
、
⑦
石
炭
輸

出
の
項
目
に
わ
け
概
観
し
て
い
る
。
こ
れ
を
大

別
す
れ
ば
、
①
②
⑤
は
石
炭
輸
送
、

⑥
佃
①
は
石
炭
販
売
、
㈲
⑤
は
石
炭
坑
業
改
良

と
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
そ
の
概
要
を
み
て
ゆ
く
が
、
煽
石
に
関
し
て
は
本
誌
掲
載
の
今
野
孝
論
文

に

く
わ
し
い
の
で
本
稿
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
し
た
。

石
炭
輸
送

筑
豊
の
石
炭
輸
送
は
当
初
、
遠
賀
川
水
系
を
中
心
と
す
る
水
運
に
全

面
的
に
依
存
し
て
い
た
た
め
、
運
河

・
河
川
の
凌
喋
、
川
騰

(石
炭
を
運
搬
す
る
底

の
浅

い
川
舟
で
、
八
千
斤
積
、

一
万
斤
積
な
ど
が
あ

っ
た
)
の
運
賃

・
運
行
の
統
制

が
五
郡
坑
業
組
合
の
中
心
事
業
に
な
っ
た
。
川
?

に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
艦
業

組
合
と
の
間

で
申
合
規
約
を
結
び
、
川
?

の
割
当
、
運
賃
、
運
炭
取
締
な
ど
を
詳
細

に
協
定
し
、
十
九
年

一
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
運
賃
協
定
は
各
積
場
ご

と
の
運
賃
表
を
定
め
、
こ
れ
を
標
準
に
上
縄

下
縄
を
設
定
し
た
が
、
「百
般
の
事
情

に
支
ら
れ
実
行
永
続
す
る
を
得
ず
実
に
蠕
運
賃

の
点
は
坑
業
家
腹
心
の
病
」

で
あ
り
、

「綾

一
月
間
を
出
ず
し
て
瓦
崩

に
属
す
る
こ
と
毎
度
な
り
」
と
い
う
状
況

で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
明
治
二
十
年
度
に
は
、
川
?

運
賃
の
安
定
を
目
的
に
五
〇
〇
艘

の
川
?
を

所
有
す
る
運
搬
会
社
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
が
、
鉄
道
敷
設
の
計
画
が
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
川
?

会
社
計
画
は
見
送
ら
れ
た
。

ま
た
川
騰
の
円
滑
な
通
船
を
確
保
す
る
た
め
運
河

・
河
川
の
没
喋

・
修
理
、
お
よ

び
通
船
管
理
が
重
要
で
あ

っ
た
。
十
九
年
度

(十
九
年
四
月
1
二
十
年
三
月
)
の
収

支
決
算
表
に
よ
れ
ば
、
支
払
高

に
藍
屋
折
尾
払

川
諸
費

一
八
八
円
四
六
銭

一
厘
、
川

艦
監
査
人
給
三
十
六
円
、
船
業
組
合
工
補
助

一
五
円
六
〇
銭
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

盧
屋

・
折
尾

・
払
川
の
各
派
出
所
、
お
よ
び
唐

戸
に
お
け
る
川
?
監
査
人
に
よ
る
通

船
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
。
川
?

監
査
人
、
す
な
わ
ち
唐
戸

番
人
は
唐
戸
と
呼
ば
れ
た
水
門

の
開
閉
、
本
川
お
よ
び
堀
川
の
凌
砂
を
委
任
さ
れ
た

が
、
の
ち
請
願
巡
査
が
配
置
さ
れ
、
請
願
巡
査
に
よ
る
勉
励
説
諭
に
よ

っ
て
通
船

の

混
雑
を
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。
凌
喋
事
業
に
つ
い
て
は
湊
砂
費

目
を
設
け
て
坑
艦
両
組
合
の
連
帯
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

前
記

「沿
革
ノ
略
」
は
、
堀
川
筋
修
繕
な
ら
び
に
凌
砂
工
事
は
郡
役
所
の
許
可
を
え

て
坑
業
組
合
の
負
担
で
実
施
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
明
治

二
十

一
年
に
は
二
子
嶋

湾
口
の
凌
喋
を
坑
業
組
合
が
計
画
し
、
艦
業
組
合
と
交
渉
し

一
艘
に
つ
き
二
銭
の
通

船
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
俊
喋
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
事
例
が

あ
り
、
随
時
必
要
に
応
じ
て
俊
喋
工
事
が
計
画
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
五
郡
坑
業
組
合
は
水
運
改
良

へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
た

の
で
あ
る
が
、
他
方

で
新
し
い
輸
送
手
段
で
あ
る
鉄
道
に
着
目
し
、
鉄
道
数
設
を
有

志
に
よ
る
運
動
と
い
う
形
で
推
進
し
た
。
総
長
石
野
は
運
炭
鉄
道

の
必
要
性
を
首
唱

し
、
筑
豊
に
お
け
る
鉄
道
数
設
の
認
可
を
得
る
べ
く
援
助
す
る
た
め
に
上
京
の
う
え

奔
走
し
て
い
る
。
筑
豊
興
業
鉄
道
会
社

(以
下
、
筑
鉄
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
)

は
明
治
二
十

一
年
六
月
に
出
願
し
、
同
年
七
月
仮
免
状
を
下
付
さ
れ
、
同
年
八
月
創

立
事
務
所
を
設
置
し
、
翌
二
十
二
年
七
月
本
免
許
状
を
下
付
さ
れ
、
同
年
八
月
二
十

日
よ
り
直
方
に
お
い
て
発
起
株
主
総
会
を
開
き
、
諸
規
則
を
決
議
し
、
重
役
を
選
出

し
た
。
こ
の
筑
鉄
発
起
に
あ
た

っ
て
組
合
は
発
起
株
の
所
有
を
協
議
し
、
三
、
○
○
○

株
の
申
込
を
し
て
五
〇
〇
株

の
発
起
株
を
得

て

「重
立
つ
坑
主
」
に
分
配
し
、
発
起

者
の
資
格
を
有
す
る
も
の
が
十
余
名
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
な
お
最
初
の
鉄
道
開
通

は
若
松

・
直
方
間
で
明
治
二
十
四
年
八
月

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

石
炭
販
売

五
郡
坑
業
組
合
の
設
立
時
点
に
お
い
て
、
五
郡
の
炭
鉱
業
者
は
事
業

拡
張
を
目
的
に
つ
ぎ
の
ご
と
き
三
大
順
序
の
石
炭
販
売
構
想
を
も

っ
て
い
た
と
さ
れ



る
。
す
な
わ
ち

「第

一
着
手
は
若
松
港
の
自
由
販
売
を
革
め
て

一
括
販
売
と
な
す
事
。

第
二
着
手
は
若
松
港
に
て
売
放
し
を
改
め
内
地
各
港

に
支
店
出
張
所
を
置
き
販
売
法

を
内
国

一
般
に
拡
張
す
る
事
。
第
三
着
手
は
海
外
直
輸

の
事
」
の
三
つ
で
あ
る
。

一

括
販
売
所
の
設
置
は
こ
の
う
ち
第

一
着
手
を
試

み
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の

一
括
売

捌
所
は

「競
争
濫
売
の
弊
を
矯
正
」
す
る
目
的

で
計
画
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に
目
尾

坑
主
杉
山
徳
三
郎
が
引
き
受
け
た
。
そ
の
実
態

は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
煽
石
の
場
合

と
ほ
ぼ
同
様

で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
杉
山
が
各
坑
主
と
契
約
を
結
び
、
前
貸
金
融
と

ひ
き
か
え
に
石
炭

の

一
括
販
売
を
な
す
と
い
う
も
の
と
思
わ
れ
、

一
種

の
荷
為
替
金

融
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
実
際
の
販
売
面
で
は
、

こ
の
構
想
が
前
述

の
三
大
順
序
に
よ

れ
ば
坑
主
側

の
プ
ラ
ン
で
あ
り
、

一
括
売
捌
所
を
引
き
受
け
た
の
は
坑
主
杉
山
で
あ

り
、
内
地
各
港
に
支
店
出
張
所
の
設
置
を
も
く
ろ
ん

で
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み

て
、

一
括
売
捌
所
の
販
売
機
能
は
当
面
若
松

・
盧
屋

の
石
炭
問
屋
に
対
し
て
い
か
に

有
利
に
売
込
む
か
に
あ

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
か
く
し
て
発
足
し
た

一
括
売
捌
所

で
あ

っ
た
が
、

一
括
売
捌
の
契
約
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
と
く
に
杉
山

に
対
し
て
不
当
な
貸
出
を
迫
る
坑
主
が
多
か

っ
た
と
さ
れ
、
「諸
般
の
関
係
に
於
て
支

吾
を
生
じ
」、
翌
十
九
年
六
、
七
月
こ
ろ
ま
で
に
は
契
約
解
除
と
な
り
、
随
意
契
約
に

復
帰
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

一
括
売
捌
所
が
活
動
し
た
の
は
わ
ず
か
半
年
間

に
す
ぎ
ず
、
こ
の
構
想
は
ほ
ぼ
完
全
に
失
敗
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
さ
き
の
三
大
順
序
の
う
ち
第

一
着
手
は
失
敗
に
終
り
、
し
た
が

っ
て

第
二
着
手
も
未
着
手
に
終

っ
た
の
で
あ
る
が
、
第
三
着
手
と
さ
れ
た
石
炭
の
海
外
直

輸
出
は
実
現
を
み
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
中
に
門
司
港
に
海
外
輸
出
取
締
所

が
設
置
さ
れ
、
翌
十
九
年
に
は
若
松
港
の
広
炭
商
会
が
門
司
港
よ
り
上
海

へ
石
炭
を

直
輸
出
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
筑
前
炭
の
直
輸
出
の
始
め
と
い
う
。
ま
た
こ
の

広
炭
商
会
と
東
京
石
炭
商
会
な
ど
が
合
同
し
て
組
織
し
た
日
本
石
炭
会
社
は
炭
況
不

振
対
策
と
し
て
十
九
、
二
十
年
に
門
司
か
ら
上
海

へ
石
炭
を
輸
出
し
た
が
、
損
失
が

多
く
中
止
の
や
む
な
き
に
至

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
五
郡
坑
業
組
合
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
石
炭
輸
出
の
不
振

の
原
因
に
運
賃
の
割
高
が
あ
る
と
し
て
、
明
治

、一十

二
年
に
石
野
寛
平
、
安
川
敬

一
郎
、
行
実
孫
次
郎
が
上
京
し
運
動
を
し
て
い
る
。
な

お
二
十
二
年
七
月
門
司
港
は
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

石
炭
坑
業
改
良

こ
の
面

で
の
石
野
時
代
の
力
点
は
民
業
の
保
護
と
有
力
坑
区
の

創
出
に
あ

っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
十

一
月
に
、
福
岡
県
は
鞍
手
郡
外
五

郡
四
八

ヵ
村

の
試
掘
借
区
出
願
を
差
止
め
、
海
軍
省
も
福
岡
県
下
の
増
借
区
出
願
を

停
止
さ
せ
た
。

こ
れ
を
起
点
に
筑
豊

に
お
い
て

一
方
で
海
軍
予
備
炭
田
が
指
定
さ
れ
、

他
方
で
試
掘
借
区
出
願
の
停
止
が
拡
大
し
、
炭
鉱
企
業
の
活
動
の
範
囲
は
き
わ
め
て

限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
く
。
か
か
る
措
置
は
海
軍
用
炭
の
確
保

の
必
要
性
と

い
う
理
由
に
加
え
て
、
鉱
業
行
政
当
局
に
よ
る
鉱
利
保
護
を
目
的
と
す
る
大
坑
区
の

設
定
と
い
う
政
策
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
か
か
る
政
策
形
成
に
は
県
庁
在
職

中
の
石
野
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
み
て
よ
く
、
石
野
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

五
郡
坑
業
組
合
は
坑
業
改
良
の
た
め
坑
区
の
統
廃
合
、
大
坑
区
の
設
定
を
提
唱
し
、

他
方
で
海
軍
予
備
炭
田
の
下
請
稼
行
に
反
対
し
、
そ
の
解
除
を
強
力

に
陳
情
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
治
二
十

一
年
か
ら
翌
二
十
二
年
に
か
け
て
三
四
の
撰
定
坑
区
が
設
定

さ
れ
、
二
十

二
年
四
月
に
は
海
軍
予
備
炭
田
の

一
部
解
放
が
実
現
し
、
さ
ら
に
同
年

七
月
に
は
予
備
炭
田
を
除
く
県
下
の
借
区
出
願
が
認
め
ら
れ
、
か
く
し
て
筑
豊

の
炭

鉱
企
業
熱
は

一
挙
に
促
さ
れ
、
は
な
ぱ
な
し
い
借
区
出
願
競
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ

て
撰
定
坑
区
の
設
定
は
筑
豊
炭
鉱
業

の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
画
期
を
な
し
た

が
、
こ
れ
は
試
掘
借
区
出
願
を
停
止
さ
せ
た
う
え
で
、
炭
田
測
量
の
結
果
、
現
稼
行

借
区
を
も
含
め
て
新
た
に
大
坑
区
を
設
定
し
、
こ
の
撰
定
坑
区
の
出
願
を
特

に
認
め



る
と
い
う
方
式

で
す
す
め
ら
れ
た
。
明
治

二
十

一
年
十
月

一
日
に
最
初
の
八
坑
区
の

撰
定
が
告
示
さ
れ
、
出
願
を
許
さ
れ
、
以
後
、
順
次
坑
区
撰
定
が
す
す
め
ら
れ
た
。

そ
れ
だ
け
に
撰
定
坑
区
の
出
願
に
際
し
て
は

「蟻
闘
蜂
戦
其
前
後
を
争
ひ
願
書
を
提

出
し
紛
議
百
出
異
議
千
端
翁

〔安
場
保
和
福
岡
県
知
事
…
引
用
者
〕
は
始
終
其
事
実

を
藪
査
し
主
務
大
臣
に
議
し
て
其
正
当
許
可
す

へ
き
も
の
に
之
を
許
可
せ
し
め
た
り
」

と
い
う
状
況
が
現
出
し
た
。
撰
定
坑
区
の
許
可
は
政
治
的
配
慮
の
も
と
で
決
定
さ
れ

た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
撰
定
坑
区

の
許
可
を
受
け
た
も
の
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る

有
力
地
場
坑
主
お
よ
び
中
央

・
地
方

の
有
力
実
業
家

・
「政
治
家
」

で
あ

っ
た
。

か

か
る
撰
定
坑
区
制
は
明
治

二
十
年
八
月
の
福
岡
県
の
稟
申

に
も
と
つ
く
措
置
で
あ
り
、

そ
の
発
端
は
石
野
の
忠
告
を
容
れ
て
県
や
鉱
山
局

に
よ
る
炭
鉱
巡
視
が
な
さ
れ
た
結

果
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

以
上
、
石
野
総
長
時
代
の
五
郡
坑
業
組
合

の
活
動
を
概
観
し
て
き
た
が
、
明
治
二

十

二
年
は
筑
鉄
が
設
立
さ
れ
鉄
道
建
設
が
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
撰
定
坑
区
制
が
実
施

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
筑
豊
炭
鉱
業
の
新
し
い
枠

組
が
ほ
ぼ
形
成
を
み
た
時
点
で
あ
り
、

坑
業
組
合
の
活
動
も
新
た
な
対
応
が
必
要
に
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う

な
時
点

で
石
野
は
総
長
を
辞
任
し
た
の
で
あ
る
。

石
野
は
明
治
二
十
二
年
四
月
下
旬
に
突
如
、
し
か
も
新
聞
広
告
と
い
う
形
で
総
長

辞
任
の
意
思
を
広
く
世
間

一
般
に
表
明
し
た
。
四
月
二
十
七
日
付
の
辞
任
広
告

の
全

文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
生
今
般
筑
豊
坑
業
組
合
総
長

ノ
職
ヲ
辞
退
仕
候
丁
二
付
テ

ハ
辱
知
諸
君
中

二

坑
業
組
合
全
体

二
就
キ
又

ハ
小
生

一
身
上

二
関
シ
彼
是
ト
御
心
配
被
下
候
向
モ
有

之
候
処

(坑
業
進
歩

ノ
今
日
二
当
リ
テ
ハ
組
合
ノ
事
モ
亦
益
拡
張
セ
サ
ル
ヲ
得
サ

ル
ニ
微
力

ニ
テ

ハ
堪

工
能

フ
マ
シ
ト
ノ
感
覚
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
)
重

二
独
立
自

営
ヲ
以
目
的
ト
シ
適
当

ノ
業
務

二
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
他
ア
ラ
ス
故

二
辞
任

ノ
后

モ
若
松
港

二
居
住
シ
当
分

ハ
同
港
俊
疏
会
社
ノ
事

二
努
力
可
致
筈

二
付
幸

二
御
安

神
不
相
変
御
引
立
被
下
度
候
此
段
辱
知
各
位

二
報
ス

石
野
は
、
県
勧
業
課
勤
務
以
来
提
唱
し
て
き
た
石
炭
坑
業
改
良
が
緒
に
つ
く
の
を
み

て
転
進
を
は
か
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
辞
任
半
年
後
、
石
野
は

「予
が
在
任
の
間

地
方
石
炭
の
名
世
上
の
知
る
処
と
な
り
大
坑
業

の
計
画
を
為
す
も
の
陸
続
と
し
て
勃

興
し
終
に
坑
区
の
撰
定
を
促
し
鉄
道
布
設
の
機
運
を
来
し
其
他
坑
業
の
改
良
拡
張
の

事
徐

々
と
し
て
緒
に
就
く
に
到
り
た
れ
は
正
に
是
坑
業
組
合

一
期
の
事
を
終

へ
其
第

二
期
に
進
ま
ん
と
す
る
の
運
と
な
れ
り
…
若
松
港

の
改
良
は
焼
眉
に
迫
る
こ
と
玉
な

れ
る
を
覚
悟
し
之
を
同
志
に
協
か
り
し
に
即
時
に
之
を
決
し
築
港
会
社
創
立
委
員
を

設
く
る
こ
と
玉
な
り
終

に
予
を
推
し
て
委
員
長
と
す
於
此
乎
意
を
決
し
此
任
に
当
れ

り
是
則
ち
予
か
坑
業

の
こ
と
を
欄
き
力
を
築
港
に
致
す
所
以
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

以
後
、
石
野
は
若
松
築
港
に
専
念
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
石
野

の
辞
表
は
そ
の
ま
ま
直
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

石
野
の
辞
意
表
明
と
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
十
二
年
四
月
十
四
日
開
催

の
坑
業
組
合
定
期
会
に
お
い
て
組
合
の
組
織
改
革

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
総
集
会
が
五
月
六
日
、
六
月

一
日
、
十
九
ー
二
十
日
と
あ
い

つ
い
で
開
か
れ
、
組
合
全
廃
説
も
出
さ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、
結
局
、
六
月
十
九

日
の
会
議
で
組
合
存
続
が
決
定
さ
れ
、
同
時
に
石
野
の
総
長
辞
職
も
了
承
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
と
き
検
討
さ
れ
た
規
約
変
更
は
翌
七
月
三
十

一
日
付
で
出
願
さ
れ
、
八
月
八

日
付
で
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
の
要
点
は
従
来
の
幹
事
四
名
制
を

二
名
制
に
改
め
、

石
炭
売
捌
所
に
関
連
す
る
条
項
を
す
べ
て
削
除
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

②

総
長
不
在
時
代

明
治
二
十
二
年
六
月
に
石
野
総
長
が
辞
任
し
て
か
ら
二
十
四
年
二
月
に
新
し
い
総



長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
、

一
年
八
カ
月
に
わ
た

っ
て
坑
業
組
合
の
総
長
は
不
在
の
ま

ま
で
あ

っ
た
。
組
合
の
運
営
は
桑
野
里
七
、
後
藤
健
作
の
両
幹
事
を
中
心
に
な
さ
れ
、

桑
野
が
総
長
代
理
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
二
十
三
年
六
月
に
は
小
田
勝
興
が

幹
事

に
当
選
し
て
い
る
。

こ
の
総
長
不
在
時
代
は
坑
業
組
合

の
歴
史

の
な
か
で
も
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
時

期
に
属
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
炭
鉱
企
業
熱

の
勃
興
の
な
か
で
、
個
別
企
業
が
め
ざ

ま
し
い
展
開
を
み
せ
た
た
め
に
、
同
業
組
合

で
あ
る
坑
業
組
合
の
活
動
は
む
し
ろ
逆

に
停
滞
化
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
、
つ
ま
り
坑
業
組
合
に
と

っ
て
炭
鉱
企
業
熱
が
遠
心

化
作
用
を
及
し
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
組
合
の
予
算
規
模
に
も
反
映
し

た
ご
と
く
で
、
明
治
二
十
三
年
度

の
組
合
収
支
予
算
は
三
、
六
〇
〇
円

で
あ
り
、
二
十

二
年
度
の
五
、
八
〇
〇
円
に
比
し
て
二
、
二
〇
〇
円
も
減
額
し
て
い
る
。
ま
た
二
十
二

年
十
二
月
十

一
日
に
筑
前
炭
の
信
用
回
復
に
関
し
て
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
た
が
、
出

席
し
た
の
は
わ
ず
か
に

一
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
組
合
活
動
は
こ
の
時
期
に
は
停
滞
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
事
業

の
中
心
は
依
然
と
し
て
水
運
関
係
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
?
運
賃
協
定
は
こ
の

時
期
も
引
き
続

い
て
結
ば
れ
た
ご
と
く
で
あ
り
、
凌
喋
工
事
も
坑
?
両
組
合
の
連
帯

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

二
十
三
年
五
月
二
十
八
日
の
臨
時
会

で

川
?
運
賃
協
定
が
決
め
ら
れ
、

二
十
三
年
十
月
付
で
送
炭
券
面
の
不
備

に
関
す
る
忠

告
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
十
三
年

の
も
の
と
思
わ
れ
る

「嘉
麻
川
凌
砂
場

積
書
」
は
嘉
麻
川
、
豊
前
川
、
西
川
、
植
木
川
、
曲
川
な
ど
の
俊
砂
予
算
総
額
を
二
、

五
二
八
円

一
二
銭
と
し
、
「内
廿
三
年
度
艦
業
組
合
予
算
高
弐
千
三
百
七
拾
四
円
六
拾

銭
ヲ
払
除
ス
レ
ハ
金
千
百
五
拾
三
円
五
拾
二
銭

ノ
不
足
ヲ
生
ス
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
で
は
石
炭
商
税
の
廃
止
運
動
が
注
目
さ
れ
る
。
石
炭
商
税
は
明
治
二
十

三
年
四
月
十
九
日
の
県
令
第
二
三
号
で
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
坑
主
も
含
め
て

石
炭
販
売
高

の
千
分
の

一
を
微
収
す
る
と
い
う
も
の
で
、
坑
業
組
合
は
同
年
五
月
八

日
の
臨
時
会

で
取
消
請
願
を
と
り
あ
げ
、
以
後
、
筑
前
西
部
坑
業
組
合
と
提
携
し
て

撤
廃
運
動
を
持
続
的

に
展
開
し
て
い
っ
た
。

ま
た
明
治
二
十
三
年

の
不
況
対
策
と
し
て
、
同
年
五
月
二
十
八
日
の
臨
時
会
で
坑

夫
賃
金
の

一
割
五
分
減
を
決
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
明
治
二
十
二
年
六
月
か
ら
二
十
四
年

二
月
ま
で
の
総
長
不
在
の
時

期
の
坑
業
組
合
の
括
動
は
や
や
停
滞
的
で
あ
り
、
水
運
関
係
事
業
を
中
心
に
す
す
め

ら
れ
、
そ
の
他
は
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
程
度

に
と
ど
ま

っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

③

龍
崎
中
和
総
長
時
代

明
治
二
十
四
年
二
月
に
至

っ
て
組
合
組
織

の
改
革
と
組
合
活
動

の
活
性
化
と
が
日

程
に
上
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
月
十
八
-
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
坑
業
組
合
臨
時
会

で
取
締
所
本
部
を
直
方
に
、
支
部
を
若
松
に
置
き
、
藍
屋
派
出
所
お
よ
び
四
組
長
事

務
所
を
廃
止
し
、
役
員
と
し
て
総
長

一
名
、
幹
事

一
名
、
書
記
数
名
を
置
く
こ
と
を

決
め
、
総
長
に
龍
崎
中
和
、
幹
事
に
小
田
勝
興
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
、
創
立
以
来
の

幹
事
で
あ

っ
た
桑
野
里
七
、
後
藤
健
作
は
退
任
し
た
。
ま
た
組
合

の
活
動
方
針
と
し

て

「専
ら
石
炭
運
輸

の
便
を
図
る
た
め
河
身
の
凌
喋
に
力
を
尽
す
の
方
針
」
を
採
用

し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
方
針
か
ら
元
飯
塚
警
察
署
長
で
あ

っ
た
龍
崎
を
総
長

に
す

え
た
の
で
あ
ろ
う
。
川
?

の
運
行
管
理
、
河
川
の
凌
喋
工
事
の
監
督

に
は
請
願
巡
査

の
件
を
は
じ
め
と
し
て
警
察
に
依
存
す
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
直
方

に
本
部
を
移
し
、
総
長
を
直
方
在
動
と
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
水
運
重
視

の
た
め
と

い
え
よ
う
。
か
か
る
方
針
の
採
用
は
、
筑
鉄
に
よ
る
鉄
道
工
事
が
着
々
と
進
行
中

で

あ
り
、
若
松

・
直
方
間

の
開
通
を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
あ
ら
た
め
て
水
運
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
石
炭
輸
送
の
円
滑
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
試
み
と
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。



規
約
改
正
は
取
締
所
役
員
に
委
任
さ
れ
、
三
月
九
日
付

で
出
願
し
、
三
月
十
四
日

に
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
二
十
四
年
三
月
改
正
規
約

の
要
点
は
、
従
来
の
小
組
制
を
や

め
、
組
合
組
織
を
規
約
面
に
お
い
て
単

一
組
織
に
改
組
し
、
ま
た
従
来
の
複
数
幹
事

制
を
や
め
、
幹
事

一
名
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
の
組
織
と
運
営

の

一

元
化
を
は
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
議
員
制
は
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ

の
よ
う
に
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
龍
崎
総
長
時
代

の
主
な
組
合
活
動
に

つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

水
運
関
係

最
重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
水
運

の
円
滑
な
運
行
の
確
保

に
関
し
て
は
、
水
陸
運
競
合
時
代
に
入

っ
て
坑
艦
両
組
合

の
関
係
が
極
度

の
緊
張
状

態
に
入

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
若
松

・
直
方
間
の
鉄
道
開
通
は
明
治

二
十
四
年

人
月
で
あ

っ
た
が
、
翌
二
十
五
年
に
入
る
と
、
河
川
の
俊
砂
が
不
充
分

で
あ
る
こ
と

に
よ

っ
て
川
?

に
よ
る
運
炭

の
停
滞
が
目
立
ち
、
「昨
今
ノ
坑
業
者
ノ
舟
運
賃

ノ
高
キ

ト
川
筋
不
便
利
ノ
不
幸

ハ
筆
紙

二
難
尽
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

三
月
末
に
至
る
と
、
嘉
麻
川
俊
砂
工
事

の
遅
れ
を
め
ぐ

っ
て
両
組
合
は
公
然
た
る

対
立
関
係
に
入

っ
た
。
当
時
、
直
方
以
遠

の
鉄
道
延
長
工
事
が
遅
れ
て
お
り
、
直
方

よ
り
上
流
、
す
な
わ
ち
嘉
麻
川
流
域
は
運
炭

を
、
当
面
、
全
面
的
に
水
運
に
依
存
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
た
た
さ
れ
て
お
り
、
坑
業
組
合
側
は
凌
砂
工
事
を
急
ぐ
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
工
事
進
行
は
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
坑
業
組
合
側
は

そ
の
原
因
を
工
事
監
督
の
責
任
を
も
つ
艦
業
組
合
の
怠
慢

で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
月
三
十
日
の
坑
業
組
合
運
炭
取
締
諸
氏
の
会
議
で
、
凌
砂
工
事
を
坑
業
組
合
で

一

手
に
引
き
受
け
、
「艦
業
組
合
と
は
相
提
携
す
る
を
得
ず
」
と
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
艦
業
組
合
は
四
月

一
日
か
ら
通
常
会
を
開
き
、
渡
砂
工
事
を
同
組
合

の
一
手
で

実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
き

っ
か
け
に
さ
ら
に
川
?

に
よ
る
運
炭
取
締
を
め
ぐ

っ
て
、
艦
業
組
合
は
、

従
来
、
坑
業
組
合
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
た
定
約
鑑
札
の
返
付
を
議
決
し
、
こ
れ
に
対

し
て
坑
業
組
合
は
返
付
さ
れ
た
鑑
札

の
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
を
決
め
、
ト
ラ

ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
と
し
て
主
要
炭
鉱
か
ら
坑
夫
を
二
、
三
名
ず
つ
動
員
し
、
川

艦
検
査
所
に
配
置
し
た
と
い
う
。

か
く
し
て
両
組
合
は
公
然
た
る
対
立
関
係
に
入

っ
た
が
、
そ
の
後
、
六
月
に
な
っ

て
県
当
局
に
よ
る
斡
旋
に
よ
っ
て
和
解
に
達
し
た
。
そ
の
和
解
案
は
、
運
炭
取
締
は

坑
業
組
合
の
希
望
を
入
れ
て
連
帯
取
締
と
し
、
鑑
札
は
艦
業
組
合
よ
り
付
与
す
る
こ

と
に
し
、
取
締
細
則
は
両
組
合
総
長
の
連
署
で
届
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
坑
業
組
合

は
六
月
十

一
日
に
臨
時
総
会
を
開
き
、
こ
れ
ら
を
了
承
し
、
こ
の
問
題
は

一
応
の
落

着
を
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
坑
艦
両
組
合
の
関
係
は
、
後
述

の
よ
う
に
そ
の
後
も
し

ば
し
ば
対
立
関
係
を
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
六
月
十

一
日
の

総
会
決
議

に
よ
れ
ば
、
両
組
合
の
本
部
は
同

一
地
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鉱
業
条
例
改
正

・
北
海
道
炭
礦

鉄
道
会
社
問
題

坑
業
組
合
が
こ
の
時
期
に
全
力

を
上
げ

て
取
り
組
ん
だ
の
は
鉱
業
条
例
の
改
正

・
実
施
延
期
問
題
と
北
海
道
炭
礦

鉄

道
会
社

(以
下
、
炭
礦
鉄
道
と
略
称
)
問
題
と
い
う
二
つ
の
運
動

で
あ

っ
た
。
鉱
業

条
例
は
明
治

二
十
三
年
九
月
に
公
布
さ
れ
、
二
十
五
年
六
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
坑
業
組
合
は
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
の
臨
時
総
会

で
鉱

業
税
ま
た
は
坑
区
税

の
減
額
を
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
さ
ら
に
十
月
の
総

会
で
鉱
業
条
例
改
正
の
訴
願

の
た
め
龍
崎
総
長
と
的
野
半
助
両
名

の
上
京
を
決
定
し

た
。
両
名
は
十

二
月
十
二
日
に
上
京
し
、
農
商
務
省
、
両
院
議
員
、
政
財
界
有
力
者

の
間
を
奔
走
し
、
鉱
業
条
例

の
改
正
な
い
し
実
施
延
期
を
訴
え
、
龍
崎
は
鉱
業
条
例

実
施
延
期

の
歎
願
書
を
鉱
山
局
長
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
衆
議
院
議
員
中
村

弥
六
ら
は
鉱
業
条
例
施
行
按
お
よ
び
鉱
物
税
免
除
の
件
に
つ
い
て
建
議
書
を
提
出
す

一}



る
に
及
ん
だ
。
し
か
し
第

二
議
会
は
十
二
月

二
十
五
日
に
解
散
さ
れ
た
た
め
運
動
も

(
50
)

一
時
中
断
し
た
。
龍
崎
が
帰
所
し
た
の
は
翌

二
十
五
年

一
月
十
七
日
で
あ

っ
た
。

二
十
五
年
四
月
に
至
っ
て
第
三
議
会
開
会

の
報
に
接
し
、
坑
業
組
合
は
総
集
会
を

開
き
、
的
野
を
再
び
上
京
せ
し
め
運
動
に
あ

た
ら
せ
た
。
中
村
ら
は
五
月
十
四
日
鉱

業
条
例
施
行
期
限
法
律
案
を
衆
議
院
に
提
出

し
、
実
施
の

一
年
延
期
を
主
張
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
①
鉱
山
監
督
行
政

に
莫
大
な
経
費
を
要
す
る
こ
と
、
②
試
掘
制

の
弊

害
、
⑥
行
政
に
よ
る
民
間

へ
の
過
度

の
干
渉
、
④
課
税
法
の
不
公
平
な
ど
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
の
く
わ
し
い
経
緯
は
省
略
す
る
が
、

こ
の
法
案
は
衆
議
院
は
通
過
し
た
が
、

貴
族
院
で
否
決
さ
れ
、
鉱
業
条
例
は
予
定
ど
お
り
六
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

鉱
業
条
例
改
正
運
動
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ

て
ゆ
く
が
、
坑
業
組
合
と
し
て
は
む

し
ろ
鉱
業
条
例
に
よ
る
新
し
い
鉱
業
行
政
に

い
か
に
対
応
す
る
か
を
重
視
し
、
早
く

も
五
月
八
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
筑
前
西
部
坑
業
組
合
の
提
出
に
か
か
る
監
督
署

下
に
事
務
所
設
置
を
要
望
す
る
の
件
に
つ
い
て

「延
期
改
正
等
ノ
運
動

ハ
為
シ
居
ル

モ
既

二
役
員
等
モ
赴
任
相
成
候

二
付
テ

ハ
万
端
膿
山
監
督
署
ト
密
着
ノ
関
係
ヲ
得
事

円
滑
二
相
成

ヘ
キ
ハ
望
ム
処
ナ
レ
ハ
」、
「西
部
組
合
其
他
監
督
ヲ
受

ヘ
キ
礦
業
者

二

謀
リ
措
置

ス
ル
コ
ヲ
望
ム
ト
ノ
マ
ニ
決
」
し
た
。
そ
の
後
、
鉱
山
監
督
署
と
交
渉
の

う
え
人
員
派
遣
を
認
め
さ
せ
、
坑
業
組
合
は
六
月
二
十
日
こ
ろ
鉱
山
監
督
署

へ
松
尾

八
郎
を
派
出
し
た
の
で
あ
る
。

坑
業
組
合
と
し
て
の
運
動
も
力
点
は
鉱
業
条
例
改
正
よ
り
も
む
し
ろ
炭
礦

鉄
道
問

題
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
炭
膿
鉄
道
会
社
問
題
と
は
、
明
治
二
十
四
、
五
の

両
年
に
お
い
て
九
州
炭
業
者
が
不
振
で
あ
る

の
は
北
海
道
炭
と
の
競
争

の
た
め
で
あ

り
、
そ
れ
は
炭
礦
鉄
道
会
社
が
鉄
道
部
門
に
利
子
補
給
を
受
け
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ

て
石
炭
運
賃
を
低
価
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
、
九
州
鉄
道
お
よ
び
筑
豊
興

業
鉄
道
に
対
し
て
も
炭
礦

鉄
道
と
同
等

の
保
譲
を
与
え
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
炭
礦

鉄
道
に
対
す
る
保
護
を
撤
廃
す
る
か
な
ど
を
要
求
し
た
問
題

で
あ

っ
た
。
こ
の
問
題

は
、
二
十
五
年
十
月
に
鉱
業
条
例
な
ど
に
関
し
て
開
催
さ
れ
た
鉱
業
諮
問
会
の
席
上

で
、
第
二
諮
問
案
で
あ
る

「海
外
輸
出
を
主
と
す
る
鉱
業
保
護
の
件
」
に
関
連
し
て

提
起
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
十

一
月
二
十
五
、
六
日
に
鞍
手
郡
小
竹
で
開
れ
た
九
州
鉱

業
者
集
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
九
州
鉱
業
者
集
会

で
は
鉱
業
条
例
改
正
と
炭

礦
鉄
道
問
題
に
関
し
て
的
野
半
助
を
上
京
委
員
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

三
た
び
上
京
し
た
的
野
は
、
炭
礦
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
各
方
面
を
奔
走
し
、
「
炭
礦
鉄

道
会
社
の
経
済
社
会
に
及
ぼ
す
弊
害
を
述
べ
て
朝
野
の
識
者
に
訴
ふ
」
と
い
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
両
院

へ
請
願
す
る
な
ど
の
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
炭
礦

鉄

道
側
も
こ
れ
に
反
論
を
加
え
、
九
州
鉱
業
者
側
が
さ
ら
に
こ
れ
を
反
駁
す
る
な
ど
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
合
戦
も
は
な
ば
な
し
く
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
四
議
会

に
対
し
て
田

中
正
造
、
工
藤
行
幹
外
八
名
が
提
出
者
と
な
り
、
炭
礦

鉄
道
に
関
す
る
質
問
書
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
者
は
中
村
弥
六
ら
七
七
名
に
の
ぼ

っ
た
。
か
か
る
経
過
を
経

て
二
十

六
年
三
月
に
北
海
道
庁
長
官
よ
り
炭
礦

鉄
道
に
対
し
て
命
令
書
が
発
せ
ら
れ
、
正
副

社
長

・
理
事
は
従
来
の
官
選
制
か
ら
認
可
制

へ
と
変
更
さ
れ
、
ま
た
諸
改
革
が
実
施

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
問
題
も

一
応
結
着
を
み
、
的
野
が
若
松
に
帰
着

し
た
の
は
二
十
六
年
四
月
四
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

以
上
の
ご
と
く
、
坑
業
組
合
は
鉱
業
条
例
、
炭
礦

鉄
道
問
題
に
つ
い
て
三
度

の
上

京
運
動
に
取
り
組
み
、
鉱
業
諮
問
会
に
は
稲
垣
徹
之
進
、
龍
崎
総
長
の
二
名
を
上
京

さ
せ
る
な
ど
こ
れ
ら
の
問
題
に
真
剣
に
対
処
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
組
合
出
費
が
か

さ
み
、
折
か
ら
の
炭
況
不
振
と
あ

い
ま

っ
て
組
合
財
政
は
か
な
り
深
刻
と
な
り
、
組

合
改
組
の
一
要
因
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他

前
述

の
よ
う
に
水
運
関
係
で
は
坑
艦
両
組
合
の
対
立
が
顕
著
に
な
っ
た

が
、
坑
業
組
合
は
鉄
道
工
事
を
促
進
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
明
治
二
十
五
年
二
月
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十
六
日
の
臨
時
会
で
筑
鉄

の
新
株
応
募

の
た
め
に
約
三
力
年

で
二
〇
万
円
積
立
て
る

計
画
を
決
定
し
、
県
庁

へ
出
願
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
石
炭
商
税
撤
廃
運
動
を
引
き

続
き
西
部
坑
業
組
合
と
提
携
し
て
す
す
め
、

つ
い
に
同
税
は
二
十
六
年
三
月
三
十

一

日
限
り
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
こ
の
時
期
に
は
煽
石
関
係
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
坑
夫
問
題

に
つ
い
て
は
二
十
四
年
三
月
の
臨
時
会

で
坑
夫
取
締
申
合
規
則
を
決
定
し
て
い
る
。

以
上
、
龍
崎
総
長
時
代

の
坑
業
組
合

の
主

な
活
動
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
坑

業
組
合
の
活
動
が
再
び
活
性
化
し
た
こ
と
、
と
り
わ
け
同
業
者
団
体
と
し
て
各
方
面

に
働
き
か
け
る
運
動
を
積
極
的

に
展
開
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は

筑
豊
炭
鉱
業
を
め
ぐ
る
状
況
が
坑
業
組
合
を
し
て
同
業
者
団
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て

行
動
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
組
合
財
政
問
題
な
ど
も
加
わ
り
、
や
が
て
組
合

改
組
が
日
程

に
の
ぼ
っ
て
く
る
こ
と
に
な

っ
た
。

三
筑
豊

石
炭
鉱
業
組
合
の
発
足
と
そ
の
活
動

①

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
発
足

坑
業
組
合
は
、
前
述

の
よ
う
に
改
組
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
明
治

二
十

六
年
三
月
二
十
日
の
総
会
で
規
約
を
改
正
し
出
願
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
①
総
長

の

名
誉
職
化
、
す
な
わ
ち
無
給
化
、
②
評
議
員
制

の
採
用
(定
員
六
名
、議
員
の
互
選
)、

③
石
炭
鉱
業
家
の
組
合

へ
の
自
動
加
入
制
、
④
職
夫

・
川
舟
の
章
の
削
除
な
ど
で
あ

っ
焔
じ
か
か
る
改
正
は
坑
業
組
合
の
組
織
を
鉱
業
家
中
心
に
運
営
し
、
か
つ
組
織

の

拡
充
と
経
費

の
節
減
を
め
ざ
す
措
置
と
思
わ
れ
、
そ
の
眼
目
が
名
誉
職
総
長
、
す
な
わ

ち
鉱
業
家
総
長
と
鉱
業
家
評
議
員
と
に
よ
る
組
合
運
営
の
実
現

(11
経
費
の
節
減
)

と
組
合
員
拡
充
に
よ
る
組
合
財
政
の
安
定
化

と
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
改
正

規
約
に
も
と
づ
き
、
鉱
業
家
総
長
と
評
議
員
制
を
採
用
し
、
三
月
二
十
日
の
総
会
で
、

総
長
に
稲
垣
徹
之
進

(大
辻
炭
坑
坑
長
)
、
評
議
員
に
金
子

(辰
三
郎
、
田
川
採
炭
か
、
)

許
斐
鷹
介
、
安
川
敬

一
郎
、
松
田
武

一
郎

(新
入
炭
坑
坑
長
)
、筒
井
省
吾

(金
田
炭

坑
坑
長
)
、麻
生
太
吉
を
選
出
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
か
く
し
て
二
十
六
年
四
月
か
ら

稲
垣
徹
之
進
が
第
三
代
総
長
に
就
任
し
、
龍
崎
中
和
は
総
長
を
辞
任
し
、
幹
事

(有

給
)
に
就
任
し
た
。

か
か
る
改
組
も
な
お
不
充
分
で
あ
り
、
か
つ
組
合
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
山
積
し
て

お
り
同
年
十

一
月
七
日
の
組
合
総
会
で
改
正
規
約
を
決
議
し
、
直
ち
に
組
合
改
組
に

着
手
し
、
十
二
月

一
日
か
ら
新
体
制

へ
移
行
し
た
。
(規
約
改
正
は
十

一
月
二
十
五
日

付

で
出
願
し
、
翌
二
十
七
年
二
月
八
日
付

で
認
可
さ
れ
た
。
)

改
正
の
要
点
は
、
①

議
員
制
を
廃
止
し
て
、
決
議
機
関
と
し
て
組
合
員
総
会
制
を
採
用
し
、
②
執
行
機
関

と
し
て
常
議
員
会
制
を
確
立
し
、
③
組
合
員
加
入
手
続
き
と
し
て
規
約
書

へ
の
調
印

を
定
め
、
違
約
処
分
を
詳
細
に
規
定
し
、
㈲
新
た
に
水
運
部
を
発
足
さ
せ
、
規
約

の

名
称
も

「筑
豊
石
炭
坑

(磯
)
業
組
合
規
約
」
と
改
称
し
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が

発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
総
長
に
は
稲
垣
が
引
き
続
き
就
任
し
、
常
議

員
に
は
麻
生
太
吉
、
安
川
敬

一
郎
、
松
田
武

一
郎
、
安
達
仁
造
(勝
野
炭
坑
坑
長
)、

筒
井
省
吾
の
五
名
が
選
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
明
治
二
十
六
年
の
二
回
に
わ
た
る
改
組
の
要
因
な
い
し
背
景
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
第

一
に
鉱
業
組
合
の
鉱
業
団
体
と
し
て
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
緊
要
と
な

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
九
州
鉱
業
団
体

の
組
織
化
が
す
す
め
ら
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
輸
出
石
炭
取
締
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
筑
豊
鉱
業
組
合
と
し
て
の
対
応
が
必
要
と

な

っ
て
き
た
こ
と
、
筑
豊
炭
鉱
業
の
発
展
に
と
も
な

っ
て
、
鉱
業
行
政
、
地
方
行
政

と
の
接
触
が
よ
り

い
っ
そ
う
重
要
に
な

っ
て
き
、
ま
た
石
炭
輸
送
に
関
連
し
て
鉄
道
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会
社
や
艦
業
組
合
と
の
折
衝
も
重
大
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
鉱
業
組
合
の
重

要
性
が
増
大
し
た
。
と
く
に
こ
の
時
期
に
は
艦
業
組
合
と
の
関
係

で
鉱
業
組
合

の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
要
請
さ
れ
た
。
明
治
二
十

六
年
三
月
四
日
の
委
員
会
申
合
は
艦
業

組
合
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
。

艦
業
組
合

ハ
無
用

ノ
モ
ノ
ト
見
認

ム
ル
意
見

ニ
テ
其
方
針

ヲ
左
ノ
如
ク
定

ム

ル
コ

第

一
二
同
盟
問
屋
二
於
テ
課
金
徴
収
ヲ
謝
絶
セ
シ
ム
ル
コ

第
二
ニ
ハ
経
済
ヲ
緻
密

ニ
シ
テ
組
合
ヲ
維
持

ス
ル
ノ
予
算
案
ヲ
調
製
ス
ル
コ

第
三
ニ
ハ
鉱
業
組
合

二
合
併
ス
レ
バ
当
業
者

ノ
第

一
ト
ス
ル
俊
砂
費
壱
千
五
百

九
拾
五
円
及
配
置
巡
査
費
江
川
凌
泥
費

岡
森
堰
上
下
取
締
費
等
迄
渾
テ
弐
千
五

百
円
即
チ

(稼
高
四
拾
万
円
ト
見
敬
シ
百
分
ノ
六
分
弐
厘
五
毛
ナ
リ
)
如
斯
仮

一二

半
ト
見
倣
セ
バ
八
分
七
厘
五
毛
ヲ
減
シ
其
金
高

ハ
三
千
五
百
円
ノ
利
益
ヲ

見

ル
コ
ヲ
実
業
者

二
説
破
シ
彼
レ
ヨ
リ
組
合

二
向
テ
運
動
セ
シ
ム
ル
コ

第
四
前
項

ノ
趣
旨

ハ
各
坑
主
共
総
会
后

一
時

二
爆
発
シ
運
動
セ
シ
ム
ル
7

三
月
二
十
日
の
総
会
後
、
鉱
業
組
合
側
は
か
か
る
方
針
に
も
と
つ

い
て
攻
勢
に
た
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
月
六
日
の
臨
時
総
会
で
は
艦
業
組
合
に
対
す
る
方
針
と
し

て

「堀
川
及
払
川
ニ
テ
経
費
取
立

ノ
件

二
付
承
諾
ヲ
求
ム
ル
コ
ア
ル
モ
本
組
合

ハ
之

二
応
セ
サ
ル
コ

ニ
決
」
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
十

一
月
二
十
三
日
の
常

議
員
会
は

「艦

業
組
合

ハ
大

ヒ
ニ
改
革
シ
テ
当
組
合
ト
相
携
帯
シ
テ
凌
喋
事
業
ヲ
実

行
シ
度
旨
交
渉
シ
来
レ
リ
依
テ
別
紙
ノ
通
リ
契
約

ス
ル
ニ
於
テ
ハ
其
申
込
ミ
ヲ
認
諾

ス
ル
コ
ニ
決
」
し
た
。
別
紙

「艦
業
組
合
交
渉
箇
条
書
」
は

一
六
項
に
の
ぼ
る
詳
細

な
も
の
で
あ
る
が
、
経
費
分
坦
を
除
く
主
な
条
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

該
組
合
事
務
所

ハ
鉱
業
組
合
事
務
所
内

二
設
置

ノ
コ

該
組
合
役
員
ノ
内
惣
長

ハ
名
誉
職
ト

シ
当
分
任
用
セ
サ
ル
ー

渡
砂
監
督

ハ
磯
業
組
合
ヨ
リ
任
用
ス
ル
フ

簿
記
係

ハ
鉱
業
組
合
書
記

二
依
頼
ス
ル
コ

該
組
合
経
費

ハ
鉱
業
組
合
経
費
請
求
書

二
列
記
シ
同

一
二
各
問
屋
及

ヒ
出
張

所
ヨ
リ
徴
収
ノ
コ

一

右

二
付
艦
業
組
合

ハ
此
ノ
際
改
革
前
ノ
貸
借
ヲ
記
シ
鉱
業
組
合

へ
渡
シ
置
十

一
月

一
日
ヨ
リ
新
経
済
ト
ナ
ス
マ

こ
の
よ
う
に
艦
業
組
合
は
鉱
業
組
合
に
よ
る
兵
糧
攻
め
に
対
し
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
屈

伏
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
強
力
な
鉱
業
組
合
の
交
渉
力
を
保
障
す
る
基
礎
と
し
て
組
合
組
織
の
整
備
、

す
な
わ
ち
鉱
業
家
層
に
よ
る
組
合
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
、
炭
鉱
業
者
の
組
合

加
入
の
促
進
と
違
約
者
処
分
の
明
確
化
、
組
合
員
総
会
制

の
採
用
な
ど
が
と
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
の
要
因
と
し
て
鉄
道
開
通
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
筑
豊
地
域
の
鉄
道
開
通

は
明
治
二
十
四
年
四
月

の
遠
賀
川

・
門
司
間

(九
州
鉄
道
)、
同
年
八
月

の
若
松

・
直

方
間
を
か
わ
き
り
に
、
二
十
五
年
十
月
直
方

・
小
竹
間
、
二
十
六
年
二
月
直
方

・
金

田
間
、
同
年
七
月
小
竹

・
飯
塚
間
、
同
年
十

一
月
折
尾
で
九
鉄

・
筑
鉄
連
絡
と
続
き
、

鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
か
か
る
鉄
道
網
の
形
成
は
、

一
方

で
鉱
艦
両
組
合

の
力
関
係
を
鉱
業
組
合
側

の
優
位
を
も
た
ら
す
よ
う
に
作
用
し
、
他
方

で
水
運
事
業

を
鉱
業
組
合
全
体

の
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

水
運
に
全
く
依
存
し
な
い
炭
鉱
が
多
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
十
六
年
十
月
六
日

の
臨
時
総
会
は
、
組
合

の
将
来
方
針
と
し
て
組
合
経
費
の
う
ち
通
常
経
費
は
組
合
員

一
般
の
負
坦
と
し
た
が
、
俊
砂
費
は
艦
運
搬
の
も
の
の
み
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
か
く
し
て
十
二
月
か
ら
水
運
部
が
発
足
し
、
直
方
支
部
が
そ
の
運
営
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
、
龍
崎
は
幹
事
を
辞
任
し
、
直
方
支
部
長
に
就
任
し
た
。



第
三
の
要
因
と
し
て
有
力
鉱
業
家
層
の
台
頭
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
前
述
の
よ
う
に

こ
の
時
期
に
は
強
力
な
鉱
業
組
合
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
坦
い

う
る
鉱
業
家
層
が
出
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
年
代
末
か
ら
の
筑
豊
炭
鉱
業

の
勃
興
の
な
か
で
有
力
鉱
主
層
が
形
成
さ
れ
、
彼
ら
は
撰
定
坑
区
を
獲
得
す
る
こ
と

に
よ

っ
て

い
っ
そ
う
発
展
を
と
げ
、
さ
ら
に
、
か
か
る
筑
豊
炭
鉱
業
の
発
展
が
外
部

か
ら
有
力
経
営

の
進
出
を
も
た
ら
し
、
両
者
あ

い
ま

っ
て
有
力
鉱
業
家
の
台
頭
を
み

た
の
で
あ
る
。
当
時

の
有
力
炭
鉱
は
第
1
表

の
と
お
り
で
あ
り
、
地
場
資
本
と
し
て

は
新
手
本
洞
、
第

二
新
手

の
許
斐
鷹
介
、
明
治
の
安
川
敬

一
郎
、
高
雄
の
松
本
潜
、

目
尾
の
杉
山
徳
三
郎
、
大
之
浦
の
貝
島
太
助
、
鯰
田

、
忠
隈
の
麻
生
太
吉
な
ど
が
そ

れ
で
あ
り
、
彼
ら
は
初
期
か
ら

「重
立
ち
た
る
坑
主
」
と
し
て
組
合
内
で
重
き
を
な

し
て
き
た
。
ま
た
外
部
資
本
と
し
て
は
新
入
、
鯰
田

の
三
菱
、
潤
野
の
広
岡
信
五
郎
、

勝
野
の
日
本
郵
船
、
田
川
の
田
川
採
炭
、
大
辻

の
両
潤
社
、
金
田
の
柏
村
信
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
外
部
資
本
に
よ
る
炭
鉱
経
営

は
当
時

の
す
ぐ
れ
た
鉱
業
技
術
者
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
た
と
え
ば
東
京
大
学
出
身

で
あ
る
三
菱
の
松
田
武

一
郎

・
大
木
良
直
、
ラ
イ
マ
ン
の
弟
子
で
あ
る
郵
船
の
安
達
仁
造

・
大
辻
の
稲
垣
徹

之
進
な
ど
が
そ
の
典
型

で
あ
る
。
こ
れ
ら
鉱
業
技
術
者
と
地
場
有
力
鉱
主
と
が
、

い

わ
ば
権
威
と
実
力
と
を
か
ね
そ
な
え
た
有
力
鉱
業
家
と
し
て
組
合
内
リ
ー
ダ
ー
層
を

形
成
し
た
の
で
あ
り
、
二
十
六
年
十

一
月
組
合
改
組
に
あ
た

っ
て
総
長
、
常
議
員
に

選
出
さ
れ
た
の
は
か
か
る
有
力
鉱
業
家
層
か
ら

で
あ

っ
た
。
こ
の
時
、
総
長

に
は
鉱

業
技
術
者
の
稲
垣
が
選
ば
れ
、
ま
た
つ
ぎ
の
第
四
代
総
長
も
鉱
業
技
術
者

の
安
達
仁

造
が
選
ば
れ
た

(明
治
二
十
七
年
九
月
)
の
は
、
当
時
に
お
い
で
鉱
業
行
政
と
の
か

か
わ
り
が
重
視
さ
れ
、
鉱
山
局
、
鉱
山
監
督
署
技
師
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
ラ
イ
マ

ン
の
弟
子
た
ち

(稲
垣

・
安
達
)
が
重
用
さ
れ
、
他
方

で
地
場
有
力
鉱
主
の
経
営
基

盤
が
ま
だ
不
安
定

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

¢
組
織
統
制
問
題

さ
て
つ
ぎ
に
明
治
二
十
六
年
以
降
、
三
十
二
、
三
年
こ
ろ
ま
で
の
筑
豊
石
炭
鉱
業

組
合
が
直
面
し
た
重
要
問
題

の
う
ち
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
時
期

の
鉱
業
組

合
の
特
質
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
最
初
に
組
織
統
制
問
題
を
と
り
あ
げ

よ
う
。
明
治
二
十
六
年
時
点
は
、
前
述
の
よ
う
に
強
力
な
鉱
業
組
合
が
求
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
組
合
基
盤
の
強
化
を
め
ざ
す
同
業
者
の
強
制
加
入
、

厳
格
な
賦
課
金
の
徴
収
、
厳
重
な
違
約
者
処
分
な
ど
の
組
織
統
制
が
必
要
と
な

っ
た
。

明
治
二
十
六
年
改
組
に
先
立

っ
て
、
三
月
四
日
の
委
員
会
申
合
は

「今
般
改
革
減
員

二
付
テ

ハ
課
金
徴
収
ヲ
厳
シ
ク
ス
カ
為
規
約

二
基
キ
右
徴
収
法
ヲ
制
定
シ
県
庁
ノ
認

可
ヲ
受
ケ
置
ク
コ
」
と
し
て
厳
格
な
課
金
徴
収
法
の
採
用
を
決
め
て
お
り
、
ま
た
同

年
十
月
六
日
の
臨
時
総
会
で
決
め
ら
れ
た
将
来
方
針

で
は

「炭
坑
実
業
者

ハ
組
合

へ

加
入
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
組
合
加
入
の
促
進
を
か
か
げ
た
。
以
下
、
ま
ず
組
合
加

入
問
題
に
し
ぼ
っ
て
検
討
し
た
い
。

強
制
加
入
制

鉱
業
組
合
の
規
約
で
組
合
加
入
問
題
が
最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

の
は
、
二
十
六
年
三
月
改
正
規
約
で
、
「石
炭
鉱
業

ノ
特
許
ヲ
得
タ
ル
者

ハ
直

二
組
合

員
ト
シ
テ
此
規
約
ヲ
守
ル
ヘ
キ
者
ト
ス
」
(第

一
条
)
と
い
う
規
定
で
、
い
わ
ば
自
動

加
入
制
と
い
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
点

で
組
合
加
入
が
問
題
と
な

っ
て
き
た

の
は
鉄
道
開
通
の
影
響
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
炭
鉱
は
、
石
炭
輸
送
を
水
運

に
依
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
川
?

運
行
の
統
轄
と
河
川
の
竣
喋
事
業
に
あ
た
る
鉱
業

組
合
を
離
脱
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
鉄
道
が
開
通
し
、
石
炭
輸
送
を
鉄
道
に

切
り
か
え
た
炭
鉱
は
必
ず
し
も
鉱
業
組
合
に
所
属
す
る
必
然
性
を
も
た
な
く
な
る
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
組
合
加
入
問
題
が
登
場
し
て
き
た
有
力
な
根
拠
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

さ
て
二
十
六
年
三
月
の
自
動
加
入
制
は
法
的
根
拠
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
違
約
処



第1表 筑豊大炭鉱の出炭高推移 (単位t)

炭 鉢(経 営)

新 入(三 菱)

稔 田(三 菱)

大 城(安 川 敬 一 郎)

赤 池 安 川 敬 一一 郎'
平 岡 浩 太 郎.

大 辻(両 潤 社)

勝 野(日 本 郵 船)

田 川(田 川 採 炭)

目 尾(杉 山 松 太 郎)

高 雄(松 本 潜)

菅 牟 田(貝 島 太 助)

新手本洞(許 斐 鷹 介)

小 松

大 之 浦(貝 島 太 助)

第二新手(許 斐 鷹 介 ら)

忠 隈(麻 生 太 吉)

潤 野(広 岡 信 五郎)

正 善

起 行

峰 地(久 良知寅次郎)

豊 国 平 岡 浩 太 郎 『
山 本 貴 三 郎

藤 棚(加 藤仁八郎ら)

香 月

明治20

④21,407

⑩11,766

③24,006

②28,200

⑨12,490

①54,209

⑧12,577

⑥19,544

⑤20,142

9,367

⑦12,752

21

⑥21,568

⑦20,163

6,593

②42,261

④29,395

12,380

①66,365

⑩14,843

⑤24,729

6,335

③31,603

⑧18,926

⑨16,041

22

⑥24,438

⑨16,288

④31,824

②43,759

③32,503

13,593

①58,448

7,393

⑤28,819

⑧18,439

15.730

⑦22,388

⑩16,180

14,683

13,912

23

⑤38,130

⑥34,533

②50,965

6,932

④48,347

③50,729

18,879

⑩22,647

①59,712

⑦32,678

⑧28,312

⑨25,094

9,403

7,947

8,823

14,687

24

⑥48,643

①87,169

⑤56,092

③58,810

②74,930

⑩35,408

23,837

⑧45,148

30,393

29,341

④57,292

⑨36,096

18,406

22,038

⑦46,800

26

①133,938

②122,244

③'94,590

④83,742

⑤75,678

⑥70,962

⑦70,266

⑧49,404

⑨43,296

⑩40,368

20,598

29,316

29,502

30,006

'8
,832

28

④146,318

③153,392

⑥94,052

②159,416

⑦80,349

⑤111,531

54,269

⑩69,450

①173,658

⑧79,513

35,264

⑨73,116

20,452

52,424

7,612

韓62
,984

66,641

31,217

31

③173,228

④170,151

⑥156,513

②192,778

67,486

73,244

①300,508

39,269

⑤157,775

⑧97,452

72,925

80,813

85,308

56,833

50,410

40,541

79,566

55,746

⑦111,656

⑨95,141

⑩88,325

33

②284,375

④191,072

③276,079

⑦169,464

⑨149,586

83,900

①303,289

44,301

⑩132,733

64,486

⑥180,044

⑤181,764

60,174

65,915

14,775

81,629

⑧160,909

26,214

沿 革

新入 ・中山・植木撰定坑区、22年三菱が近藤廉平・河村純
毅らより買収

蛤田撰定坑区、17年麻生太吉開坑、22年三菱買収

勢田撰定坑区、20年大城炭坑として開坑、29年明治炭坑㈱
へ移管、35年安川個人経営

赤池撰定坑区、22年安川敬一郎 ・平岡浩太郎共有、同年開
坑、34年安川専有

中間第.・撲定坑区、2()年宮田政 一採掘、24年 両潤 社稼 行、
27年 大辻炭坑㈱ 、30年 貝島太助買収

新多撰定坑区、22年日本郵船が帆足七一三・金光豊吉より買
収、29年古河市兵衛買収

伊田撰定坑区、22年田川採炭、3玉年田川採炭組、33隼三井
鉱山買収

目尾撰定坑区、13年杉山徳三郎開坑、23年杉山松太郎、29
年古河市兵衛買収

相田撰定坑区、17年 ころ相 田炭坑 として開坑、26～30年 こ
ろ三菱名儀、32年 製鉄 所買収

鶴田撰定坑区、19年貝島太助 ・香月新三郎共有、26年貝島
専有、25～29年木村正幹(三 井物産)名 儀

下境撰定坑区、15年 許 斐鷹介所有、16年 開坑、25年 本洞 ・藤棚
に分割、35年 麻生太吉、40年 三井鉱山買収

川 几区、20-22一 は1田 武生経営の小 ムヶ～t)T.、
小松炭坑は17片 山逸 開坑 、28年 水害 のため中 止、30年
久良知寅次郎買収

大限撰定坑区、18年 貝島太助開坑、25～29年 木村正幹(三井物産)名 儀

中間第二撲定坑区、16年伊藤絢索開坑、その後許斐鷹介ら.
27年九州炭鉱、32年谷茂平

忠隈撰定坑区、17年麻生太吉開坑、27年住友買収

潤野撰定坑区、16～17年帆足義方採掘、18年日本石炭会杜
19年広岡信五郎、32年製鉄所買収

22～23年 ころ岩佐正寛 ・下沢善四郎採掘

20～23年ころ行実孫次郎採掘、その後廃業、山本某を経て
28年久良知寅次郎買収

川宮撰定坑区、18年 久良知政 ・ら開坑、23年 久良知寅次郎
第 一坑経営、蔵内治郎 作27年 第 三坑、29年 第四坑開坑

楯撰定坑区、22年平岡浩太郎 ・山本貴三郎ら共有、34年平
岡専有、40年明治鉱業買収

下境撰定坑区 、25年洞炭 坑より分割 、加藤仁八郎らL・
27長 谷川芳之助、32年 吉川幹次、34年 麻生二郎、35隼 麻
生 清 、40年1芹 鉱山

12年帆足義方開坑、17年坑内出水のため中止、29年貝島太
助買収

出典 出炭高 につ いては明治24年 まで 『日本鉱 業会誌』46、49、61、74、103号 、26年 『福 岡県勧 業年報』、28年以降 『筑豊五郡石炭鉱 区一覧 表』、なお33年 の高雄(二 瀬)は 日鉄鉱 業株 式会社
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分
を
め
ぐ

っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ず
る
可
能
性
を
も

っ
た
条
文

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め

に
い
っ
た
ん
県

の
認
可
を
得
た
と
は
い
え
、
ほ
ど
な
く
同
年
十

一
月
改
正
規
約
で
は
、

「本
組
合

二
加
入
シ
タ
ル
者

ハ
組
合
規
約
書

二
調
印
ス
ヘ
シ
」
(第
十
七
条
)
と
い
う

加
入
手
続
き
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
加
入
手
続
き
の
実
行
は

実
際
に
は
か
な
り
厄
介

で
、
組
合
未
加
入
者
が
相
当
数
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と

え
ば
二
十
七
年
四
月
四
日
の
通
常
総
会

に
お

い
て
第
十
七
条
に
よ
り
組
合
員
名
簿
を

調
整
し
、
事
務
員
が
坑
所
に
出
張
し
て
調
印

を
と
る
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
ま
た
明

治
二
十
八
年
九
月
十
」
日
の
常
議
員
会
で
は
中
堅
鉱
主

で
あ
る
赤
地
炭
鉱
の
長
網
好

勝

の
組
合
加
入
問
題
を
取
り
上
げ
、
再
度
加
入
を
勧
告
し
、
「尚
加
入
セ
サ
ル
ト
キ

ハ

其
筋

二
説
諭
方
ヲ
願
出
ツ
ル
事
」
に
決
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
約
書
調
印
と
い

う
加
入
手
続
方
式
は
厳
格
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
加
入
を
強
制
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
組
合
基
盤
の
強
化
に
は
結
実
し
な
か

っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

そ
こ
で
鉱
業
組
合
は
二
十
九
年
四
月
の
通
常
総
会
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
二
つ
の

方
向
を
打
ち
出
し
た
。
ひ
と
つ
は
規
約
十
七
条

の
改
正
で
、
「前
条

〔第
十
六
条
は
組

合
員
資
格
を
規
定
…
引
用
者
〕

ノ
坑
業
人
又

ハ
其
代
理
人

ハ
其
採
炭
事
業
ヲ
初
ム
ル

日
ヨ
リ
当
組
合
員
ト
為

ス
」
と
、
再
び
自
動
加
入
制
の
採
用
を
決
め
た
。
こ
の
第
十

七
条
改
正
案
は
出
願
さ
れ
た
が
、
県
当
局
か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
、
県

の
指
示

に
し
た
が

っ
て

「…
採
炭
事
業

ヲ
初

ム
ル
日

ヨ
リ
本
組
合
員
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
其
旨
鉱

業
組
合
事
務
所
ヨ
リ
通
知
ス
可
シ
」
と
改
め
た
う
え
で
認
可
さ
れ
た
。

こ
の
規
定
は
、

加
入
通
知
に
対
し
て
異
議
が
な
け
れ
ば
加
入
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
応

一
歩
前
進
と
評
価
で
き
る
が
、
加
入
を
強
制
す

る
こ
と
が

で
き
ず
、
真
の
解
決
と
は

い
え
な
か
っ
た
。

〔
79

)

第
二
は
福
岡
県
令
明
治
二
十
五
年
第
六
二
号
重
要
物
産
同
業
組
合
取
締
規
則

へ
編

入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
強
制
加
入
制
を
採
用
す
る
と
い
う
方
向

で
あ

っ
た
。
こ
の
取

締
規
則
は
博
多
織
業
と
久
留
米
耕
業
と
を
対
象
に
、

一
定
地
域
内

で
両
業

に
つ
い
て

「営
業
ヲ
ナ
ス
老

ハ
組
合

二
加
入
ス
ヘ
シ
」

(第
三
条
)
と
し
、
「本
則
第
三
条
第
十

一
条
第
十
二
条
第

一
項

二
違
背
シ
タ
ル
モ
ノ
及
違
約
処
分
ヲ
受
ケ
其
責
務
ヲ
怠

ル
モ

ノ
ハ
拾
円
以
下

ノ
罰
金

二
処
ス
」
(第
十
四
条
)
と
い
う
罰
則
を
も

っ
て
お
り
、
強
制

加
入
制
を
採
用
し
た
規
則
で
あ
り
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
業
種
が
追
加
さ
れ
た
。
鉱

業
組
合
は
こ
の
規
則
に
編
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
強
制
加
入
制
を
実
現
し
よ
う
と
し

た
わ
け
で
あ
る
。

県
当
局
は
、
鉱
業
組
合

の
編
入
希
望
を
受
け
て
、
即
答
を
避
け
、
逆
に
つ
ぎ

の
四

点
を
諮
問
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
同
規
則

へ
の
編
入
と
石
炭
坑
業
組
合
準
則
を

取
締
規
則
に
変
更
す
る
こ
と
の
得
失

い
か
ん
、
第

二
に
組
合
地
域
拡
張
の
可
否
、
第

三
に
販
売
業
者
の
加
入
の
可
否
、
加
盟
の
場
合

の
程
度

い
か
ん
、
第
四
に
特
に
希
望

す
る
規
定
の
有
無
い
か
ん
の
四
点
で
あ

っ
た
。
鉱
業
組
合

の
答
申
は
未
見
で
あ
る
が
、

翌
三
十
年

一
月
に
県
は
石
炭
鉱
業
組
合
取
締
規
則
制
定

に
関
し
て
博
多
商
業
会
議
所

に
諮
問
し
、
二
月
末
に
修
正
案
の
答
申
を
え
た
が
、
結
局
、
こ
の
規
則
は
制
定
さ
れ

な
か
っ
た
。

つ
い
で
三
十

一
年
三
月
に
は
組
合
加
入
手
続
き
を
規
定
し
た
規
約
第
十
七
条
そ
の

も
の
が
削
除
さ
れ
、
同
年
十

一
月
に
は
再
び
強
制
加
入
制
を
採
用
す
べ
く
、
重
要
輸

出
品
同
業
組
合
法

(明
治
三
十
年
四
月
六
日
公
布
、
同
年
五
月

一
日
施
行
)

へ
の
編

入
を
検
討
し
た
が
、
こ
れ
も
実
現
を
み
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
鉱
業
組
合
は
組
合
加
入
問
題
に
つ
い
て
規
約
上
の
解
決
を
与
え
る
こ

と
が

で
き
ず
、
そ
こ
で
組
合
加
入
手
続
き
を
規
定
し
た
規
約
第
十
七
条
を
削
除
し
、

第
十
六
条
の
組
合
員
資
格
の
み
存
続
す
る
と
い
う
曖
昧
模
糊
と
し
た
規
約
の
ま
ま
で
、

問
題
を
現
実
的
に
処
理
す
る
と
い
う
解
決
法
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

違
約
者
処
分
法

規
約
に
も
と
つ
く
鉱
業
組
合
の
運
営
を
保
障
す
る
重
要
な
手
段



が
違
約
者
処
分
で
あ
る
。
ま
ず
違
約
者
処
分
規
定
の
推
移
を
概
観
し
て
お
く
。

明
治
十
八
年
十

二
月
規
約

で
は

「本
規
約

二
違
背
ス
ル
モ
ノ
ハ
金
三
円
ヨ
リ
不
勘

三
拾
円
ヨ
リ
多
カ
ラ
ザ

ル
違
約
金
ヲ
出
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」
(第
五
十
条
)
と
規

定
さ
れ
、
当
初
は
違
約
金
徴
収
規
定
の
み

で
あ

っ
た
。

二
十
年
四
月
改
正
規
約

で
新
た
に

「本
組
合

ノ
規
約

二
違
背
シ
処
分
ヲ
受
ケ
義
務

ヲ
尽
サ
Σ
ル
カ
本
組
合

ノ
経
費
ヲ
怠
納
シ
督
促

二
応
セ
サ
ル
者
ア
ル
時

ハ
其
者

ノ
送

炭
ヲ
相
預
リ
適
宜
ノ
場
所

二
陸
上
シ
其
義
務
ヲ
終

ユ
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
下
戻

ス
可
カ
ラ

ス

但
陸
上
二
関

ス
ル
諸
入
費

ハ
坑
主

ノ
負
担

二
属
ス
可
シ
」
(第
五
十
四
条
)
と
い

う
規
定
が
追
加
さ
れ
、
違
約
者
の
送
炭
を
強
制
的
に
差
押
え
る
制
度
が
新
設
さ
れ
た
。

二
十
四
年
三
月
改
正
規
約

で
は
違
約
の
内
容
を
具
体
的
に
規
定
し
、
不
都
合
所
業

・

逃
走
の
職
工
坑
夫

の
届
出
、
前
記
職
工
坑
夫
の

一
年
間
使
役
禁
止
、
事
故
な
き
職
工

坑
夫
の
移
動
証
書

の
発
行
、
同
証
書
所
持
老
以
外
の
雇
使
禁
止
、
同
証
書
の
保
管
、

職
工
坑
夫
名
簿

の
作
成

・
届
出
、
石
炭
積
入
れ

に
は

一
定

の
権
衡
を
用

い
る
こ
と
、

定
約
船

の
他
坑
で
の
積
荷

の
禁
止
、
定
約
船
の
届
出
、
違
反
船
主
の
三
カ
月
間
雇
役

禁
止
、
送
炭
券
記
載
義
務
、
送
炭
券
の
検
査
な
ど
の
違
約
に
対
し
て
違
約
金
を
徴
収

す
る
と
し
た
。
み
ら
れ
る
と
お
り
、
す
べ
て
鉱
夫
お
よ
び
川
?

に
関
す
る
違
約
老
の

処
分
で
あ
る
。

二
十
六
年
三
月
改
正
規
約

は
違
約
者
を
送
炭
券
手
続
き
違
背
者

.
課
金
徴
収
拒

絶
者

・
組
合
議
決
違
背
老
、
お
よ
び
部
分
会
議
決
違
背
者
と
し
、
前
者
は
五
円
以
上

五
〇
円
以
下
、
後
者
は
三
円
以
上

一
〇
円
以
下

の
違
約
金
を
徴
収
す
る
こ
と

に
改

正
し
た

(第
三
十
四
、
三
十
五
条
)。

こ
の
よ
う
に
違
約
者
処
分
法
は
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
効
力

を
発
揮
し
た
か
は
よ
く
分
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
鉱
業
組
合
に
と

っ
て
違
約
の
な
か
で

最
も
重
視
し
た
の
は
経
費
怠
納
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
十
六
年
十

一
月
の
改
正

規
約
は
従
来
の
違
約
者
処
分
法
を
全
く

一
新
し
、
経
費
怠
納
に
つ
い
て
の
み
規
定
し

た
。
そ
の
条
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
三
拾
九
条

組
合
経
費
及
部
分
会
ノ
経
費
ヲ
其
期
日

二
納
付
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
相

当
納
付
高

ノ
一
割
増
ヲ
納
付
セ
シ
ム
尚
督
促
ノ
後
滞
納

二
ヶ
月

二
渉
ル
昏

ハ
二

割
増
ヲ
納
付
セ
シ
ム
ル
ノ
外
違
約
金
ト
シ
テ
金
拾
円
乃
至
五
拾
円
ヲ
納
付
セ
シ

ム
第
四
拾
条

経
費
金
怠
納
満
三
ケ
月

二
渉

ル
片

ハ
相
当
違
約
金
及
ヒ
其
割
増
ヲ
納

付
セ
シ
メ
タ
ル
上
其
旨
新
聞
紙
ヲ
以
テ
広
告
ス
ヘ
シ

第
四
拾
壱
条

経
費
相
当
高
ヲ
故
意

二
減
少
シ
テ
納
付
シ
タ
ル
珪

ハ
其
相
当

二
倍

ヲ
納
付
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
四
拾
弐
条

前
二
条
ノ
場
合

二
於
テ
其
納
付
者

ハ
代
人
タ
ル
ト
本
人
タ
ル
ト
ニ

係
ラ
ス
組
合
本
人
其
責

二
任

ス
可
キ
モ
ノ
ト
ス

延
滞
金
、
追
徴
金
、
罰
金
、
氏
名
公
表
と
い
う
整
備
さ
れ
た
違
約
者
処
分
法
が
制
定

さ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
送
炭
差
押
え
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
従
来

の
処
分
規
定
が
あ
ま
り
実
効
を
と
も
な
わ
な
か

っ
た
た
め
か
と
思
わ

れ
る
が
、
強
制
規
定
を
欠
く
点

で
尻
抜
け
処
分
法
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

か
か
る
規
約
上
の
欠
陥
は
直
ち
に
意
識
さ
れ
た
と
み
え
て
、
二
十
六
年
十

「
月
改

正
規
約
の
認
可

(翌
二
十
七
年
二
月
)
後
ま
も
な
い
二
十
七
年
四
月
四
日
の
総
会
で
、

つ
ぎ
の
ご
と
き
条
文
が
新
し
く
追
加
さ
れ
た
。

第
四
十
三
条

本
章

二
従
ヒ
義
務
ヲ
尽
サ
玉
ル
者

ハ
其
老
/
送
炭

ヲ

一
時
差
止
メ

適
宜
ノ
場
処
二
陸
上
ケ
シ
猶

一
週
間
内
其
義
務
ヲ
尽
サ

エ
ル
陵

ハ
該
送
炭
ヲ
売

却
シ
其
請
求
金
額

二
充
ッ
ル
事

但
陸
上
ケ
ニ
関
ス
ル
諸
入
費
及
損
害

ハ
該
坑
主
ノ
負
担
タ
ル
ヘ
シ

か
く
し
て
送
炭
の
強
制
的
な
差
押
え
、
強
制
処
分
と
い
う
規
定
が
新
設
さ
れ
、
さ
ら



に
同
年
十

一
月
に
陸
運
に
つ
い
て
も
追
加
さ
れ
、
違
約
者
処
分
法
と
し
て
一
応
の
完

成
を
み
た
。
か
か
る
違
約
者
処
分
法
は
強
制
加
入
制
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う

に
強
制
加
入
制
が
実
現
し
な
か

っ
た
た

め
に
、
そ
の
効
果
は
限
定
的

で
あ
り
、
か
つ
そ
の
強
権
発
動
に
は
慎
重
で
あ

っ
た
ご

と
く
で
あ
る
。

部
分
的
利
害
の
調
整

鉱
業
組
合
内

の
部
分
的
利
害
は
基
本
的
に
は
部
分
会

の
組

織
化
と
い
う
形
で
処
理
さ
れ
た
。

二
十
六
年

の
改
組
後

で
は
水
運
部
の
ほ
か
に
、
煽

石
、
田
川
、
堀
川
、
西
川
、
本
川
の
各
部
分
会
が
設
置
さ
れ
た
。
部
分
会
は
独
自

の

予
算
を
も
ち
、
部
会
組
織
で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
常
議
員
会
な
ど
鉱
業

組
合
の
運
営
と
組
織
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
堀
川
部
分

会
や
田
川
部
分
会
な
ど
で
は
部
分
会
の
利
害

を
め
ぐ
る
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

堀
川
部
分
会
は
明
治
二
十
七
年
八
月
に
堀
川
流
域
の
水
運
鉱
主
に
よ

っ
て
結
成
さ

れ
、
翌
二
十
八
年
四
月
に
曲
川
流
域
の
鉱
主
が
加
入
し
た
。
毎
月

一
回
定
会
を
開
き
、

会
長
、
委
員
を
選
出
し
て
、
川
?

、
坑
夫
、
仲
仕
な
ど
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
な

し
、
独
自
の
制
裁
規
定
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
堀
川
部
分
会
か
ら
常
議
員

を
送

っ
て

い
な

い
た
め
、
二
十
八
年
七
月
の
組
合
総
会
で
堀
川
方
面
か
ら
常
議
員

二
名
を
選
出
す
る
よ
う
要
求
し
、
同
年
九
月
当
分
の
間
二
名
が
常
議
員
会

へ
出
席
す

る
と
い
う
こ
と
で

一
応
妥
協
に
達
し
た
。
そ
の
後
も
常
議
員
会

へ
の
出
席
が
保
障
さ

れ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、
三
十
年
八
月

に
堀
川
部
分
会
よ
り
正
式

に

一
名

の
常

議
員
を
推
選
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
金
剛
鉱
の
加
藤
周
助
を
推
選
し
、
加
藤
が
常

議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
、
こ
の
問
題
は
決
着
を
み
た
。

と
こ
ろ

で
堀
川
方
面
か
ら
は
大
辻
炭
鉱

の
代
表
が
常
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
た
。

稲
垣
徹
之
進
が
そ
れ
で
、
稲
垣
は
二
十
六
年

四
月
か
ら
二
十
七
年
九
月
ま
で
総
長
、

以
降

二
十
九
年
九
月
ま
で
常
議
員
で
あ

っ
た
。
稲
垣
の
辞
任
は
大
辻
炭
鉱
の
経
営
権

移
動

の
結
果
と
思
わ
れ
、
大
辻
炭

鉱

か
ら
は
引
き
続
き
常
議
員
と
し
て
小
野
孫

一

が
三
十
年
三
月
ま
で
、
古
賀
製
次
郎
が
同
年
六
月
こ
ろ
ま
で
在
任
し
て
い
た
。
こ
の

古
賀
に
か
わ

っ
て
前
述

の
加
藤
が
就
任
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
大

辻
炭
鉱
が
必
ず
し
も
堀
川
部
分
会
を
代
表
し
て
お
ら
ず
、
堀
川
部
分
会
と
し
て
は
独

自
の
代
表
を
常
議
員
会
に
送
る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

と

い
う
の
は
、
二
十
七
年
末
か
ら
二
十
八
年
初
め
に
か
け
て
堀
川
部
分
会

で
は
し
ば

し
ば
大
辻
鉱
の
綿
運
賃
協
定
違
反
が
審
議
さ
れ
て
お
り
、
大
辻
鉱
は
堀
川
方
面
の
最

大
炭
鉱
と
し
て
会
長
鉱

で
あ
り
な
が
ら
協
定
違
反
を
く
り
か
え
す
と
い
う
存
在
だ

っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
三
十
年
六
月
貝
島
に
よ
る
大
辻
買
収
後
、
大
辻
鉱
が
常
議
員
を

辞
退
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
堀
川
部
分
会

の
利
害
を
代
表
す
る
常
議
員
の
選
出
が
可
能

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
田
川
郡
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
田
川
郡
は
そ
の
地
理
的
位
置
も
加
わ

っ
て

小
組
制
廃
止
後
も
独
自

の
部
分
会
を
組
織
し
、
赤
池
派
出
所
に
よ
る
川
?

の
検
査
を

実
施
し
て
い
た
。
と
は
い
え
遠
賀
川
水
系
に
よ
っ
て
石
炭
を
輸
送
し
て
い
た
点

で
、

鉱
業
組
合
と
利
害
を
と
も
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
二
十
八
年
八
月
に
豊
州
鉄
道

伊
田

・
行
橋
間
が
開
通
し
、
九
州
鉄
道
を
経
由
し
て
、
田
川
郡
の
石
炭
を
門
司
港

へ

直
送
す
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
て
以
降
、
他
三
郡
と
異
な
る
独
自
性
を
主
張
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期

の
筑
豊
に
お
け
る
地
域
間
の
対
立
は
、
ま
ず
明
治
三
十

一
年
に
中
学
校

設
立
寄
付
金
を
め
ぐ

っ
て
発
生
し
た
。
五
月
九
日
の
臨
時
総
会
は
中
学
校
設
備
費
寄

付
の
た
め
送
炭

一
万
斤
に
つ
き
四
銭

の
特
別
賦
課
金
を
五
力
年
に
わ
た
り
徴
収
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
寄
附
は
東
部
県
立
中
学
校
三
六
、
○
○
○
円
、嘉
穂
郡
町

立
中
学
校
三
〇
、
○
○
○
円
で
、
田
川
郡
の
徴
収
金
は
田
川
郡
部
分
会

の
決
議
に
よ

っ
て
費
途
を
定
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
県
立
東
部
中
学
校
が
折
尾

に
東
筑



中
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
鞍
手
郡
鉱
主
は
別
に
郡
立
中
学
校

設
立
を
決
定
し
た
。
そ
こ
で
同
年
十

一
月
十

六
日
の
臨
時
総
会

で
、
こ
の
問
題
に
関

し
て
東
筑
中
学
校
寄
附
金
を
六
、○
○
○
円
減
額
し
て
三
〇
、○
○
○
円
に
し
、
鞍
手

郡
に
一
二
、
○
○
○
円
を
寄
附
し
、
郡
立
中
学
校
設
立
の
挙
を
中
止
す
る
こ
と
で
折
り

合
い
が
つ
い
た
。

か
か
る
地
域
間
の
軋
礫
が
増
幅
さ
れ
て
田
川
郡
分
離
問
題

へ
と
連
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
三
十
二
年
三
月
、
田
川
郡
鉱
主

は
田
川
郡
経
費
徴
収
そ
の
他

の
た
め
適

当
の
場
所
に
支
部
を
設
け
る
こ
と
を
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
常
議
員
側
は

門
司
港
支
部
の
設
置
、
常
議
員

の
九
名
か
ら

一
五
名

へ
の
増
員
を
対
案
と
し
て
提
出

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
三
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
会
は
冒
頭
に
田
川
郡

分
離
要
求
が
出
さ
れ
、
荒
れ
模
様

の
う
ち
に
田
川
郡
問
題
は
す
べ
て
継
続
交
渉
と
な

つ
望

四
月
十

二
日
に
豊
前
鉱
主
は
集
会
を
も
ち
・
若
松
部

●
門
司
部
を
設
置
す
る

こ
と
を
決
め
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
交
渉
条
目
を
決
め
た
。

一

門
司

に
倶
楽
部
を
設
置
す
る
事

但
し
其

の
建
築
構
造
等
は
若
松
現
在

の
倶
楽
部
と
全

一
の
も
の
に
し
て
其
の

費
額
は
両
部
全
体
よ
り
支
出
す
る
事

.

経
費
は
若
松
着
炭
と
門
司
着
炭
と
を
区
別
し
其
の
着
炭
高

の
賦
金
を
以
て
両

部
の
経
費

に
充

つ
る
も
の
と
し
本
部
の
経
費
は
両
部
よ
り
幾
分
を
支
出

の
事

一

本
部
に
総
長
を
置
く
の
外
常
議
員

二
十
名
を
置
き
此
れ
を
両
部

に
平
等
分
配

の
事

但
本
部
の
位
置
は
時
機
に
依
り
て
変
換
の
事

一

両
部
に
各
部
常
議
員
の
互
撰
を
以
て
部
長
を
撰
挙
す
る
事

豊
前
側
を
筑
前
側
と
全
く
対
等

に
扱
う
よ
う

に
と
い
う
、

い
わ
ば
過
大
の
要
求
を
か

か
げ

て
、
豊
前
鉱
主
は
四
月
十
五
日
に
常
議
員
会
と
交
渉
を
も
ち
、
そ
の
結
果
、
若

松

・
門
司
両
支
部
を
設
置
し
、
本
部
は
両
支
部

の
内
に
設
け
る
こ
と
、
門
司
支
部
を

一
五
、
○
○
○
円
の
建
設
費

で
建
設
す
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
、
四
月
二
十
日
に
臨
時

総
会
が
開
か
れ
、
こ
れ
ら
組
合
拡
張
事
項
と
、
企
救
郡

の
編
入
、
常
議
員
の
六
名
増

員
を
決
定
し
、
新
た
に
常
議
員
と
し
て
谷
茂
平

(第

二
新
手
)
、
稲
垣
徹
之
進

(大

城
)、
島
田
純

一

(三
井
山
野
)、
蔵
内
治
郎
作

(峰
地
)、
古
賀
庸
三

(豊
州
)、竹

腰
虎
太
郎

(小
松
ケ
浦
)
の
六
名
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
蔵
内
、
古
賀
、
竹
腰

は
田
川
郡
鉱
主

で
あ
る
。
安
川
敬

一
郎
は
こ
の
問
題
に
関
し
て

「門
司
に
鉱
業
倶
楽

部
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
解
決
」
し
た
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
田
川
郡
側
の
姿

勢
は
あ
く
ま
で
分
離
を
貫
徹
す
る
と
い
う
よ
り
は
鉱
業
組
合
運
営

へ
の
参
加
と
そ
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
倶
楽
部

の
建
設
に
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味

で
分
離

要
求
は
完
全
な
成
功
を
収
め
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
常
議
員
側
に
と

っ
て
も
三
井
お

よ
び
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
層
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
組
合
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
門
司
倶
楽
部
は
鉱
業
組
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
で
、
損
で
な
い
解

決
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、

↓
五
名
の
総
長

・
常
議
員

の
構
成
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
な

っ
た
。

第

一
グ
ル
ー
プ

(外
部
資
本
)

安
達
仁
造

(総
長
、
古
河
)
、松
田
武

一
郎

(三

菱
)、
林
茂
雄

(住
友
)、
島
田
純

一

(三
井
)
、
お
よ
び
筒
井
省
吾

(毛
利
)
の

五
名

第
二
グ
ル
ー
プ

(地
場
有
力
鉱
主
)

安
川
敬

一
郎
、
麻
生
太
吉
、
貝
島
太
助
、

お
よ
び
稲
垣
徹
之
進

(安
川
)
の
四
名

第
三
グ

ル
ー
プ

(部
分
的
利
害
の
代
表
)

長
谷
川
芳
之
助

(藤
棚
、
中
堅
鉱
主
)
、

加
藤
周
助

(金
剛
、
堀
川
代
表
)、
谷
茂
平

(第
二
新
手
、
中
堅
鉱
主
)、
蔵
内

治
郎
作

(峰
地
、
田
川
郡
)、
古
賀
庸
三

(曲豆
州
、
田
川
郡
)
、
竹
腰
虎
太
郎

(小
松
ケ
浦
、
田
川
郡
)
の
六
名



こ
の
よ
う
に
常
議
員
体
制
は
、
外
部
資
本
と
地
場
有
力
資
本
と
を
網
羅
し
た
組
合
リ

ー
ダ
i
層
と
部
分
的
利
害
を
代
表
す
る
中
堅
鉱
主
で
あ
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
層
と
で
構

成
さ
れ
、
組
合
内

の
主
要
利
害
を
代
表
し
う
る
体
制
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

③

水
運
部
の
活
動
と
直
方
支
部
の
廃

止

つ
ぎ
に
石
炭
輸
送
と
の
か
か
わ
り
で
水
運
部

の
活
動
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま

ず
水
陸
別
石
炭
輸
送
数
量

の
推
移
を
第
2
表

で
み
る
と
、
第

一
に
明
治
二
十
四
年
に

は
じ
ま

っ
た
陸
運
が
二
十
八
年

に
は
早
く
も
過
半
を
こ
え
、
三
十
年
代
前
半
に
は
七

割
台
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
水
運
は
比
率
的
に
は
ほ
ぼ

一
貫
し
て
低
下
し
て

い
る
こ
と
、
と
は
い
え
、
第
三
に
水
運
の
絶
対
量
は
四
十
年
代
初
め
ま

で
横
ば
い
、

な
い
し
増
減
を
く
り
か
え
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
水
陸
運
賃
を
比
較
す
る

と
、
第
3
表

の
よ
う
に
輸
送
距
離
の
長
い
内
陸
部
ほ
ど
陸
運
が
有
利
で
あ

っ
た
。
そ

れ
は
鉄
道
運
賃
が
輸
送
距
離
の
長
さ
に
応
じ

て
逓
減
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
鉄
道
運
賃
は
特
約
の
場
合
に
は
割
安

で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
明

治
二
十
八
年
四
月
で
は
、

一
哩

一
ト
ン
の
石
炭
運
賃
は
普
通
炭
鉱
二
銭
五
厘
、
特
約

炭
鉱
二
銭

で
あ

っ
た
。
ま
た
鉄
道
輸
送
に
は
引
込
線
や
積
込
場
な
ど
の
建
設
を
必
要

と
す
る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
円
滑
な
輸
送

に
は
貨
車

の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
は
鉄
道
会
社
の
輸
送
力
お
よ
び
貨
車
配
給

政
策
に
依
存
し
た
。
こ
の
よ
う
に
鉄

道
輸
送
に
は
炭
鉱
規
模
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
作
用
し
た
。
し
た
が

っ
て
水
運
は
、
長
期
的
に
み
れ
ば
衰
退
傾
向

に
あ

っ
た
と
は
い
え
、
運
賃
格
差
の
相

対
的
に
小
さ
い
下
流
域
、
お
よ
び
輸
送
量
の
小
さ
い
小
規
模
炭
鉱
を
中
心
に
輸
送
量

を
維
持
し
、
輸
送
需
要
に
対
し
て
陸
運
輸
送
力
不
足

の
時
期
に
は
水
運
は
か
え

っ
て

活
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
趨
勢
を
確
認
し
た
う
え

で
、
鉱
鵬
両
組
合
の
関
係
に
ふ
れ
つ
つ

水
運
部
の
活
動
を
み
て
ゆ
こ
う
。
前
述

の
よ
う
に
明
治

二
十
六
年
に
は
鉱
艦
両
組
合

の
力
関
係
は
鉱
業
組
合
の
優
位
に
傾
き
、
交
渉
箇
条
書
を
結
び
、
水
運
事
業
は
鉱
業

組
合
直
方
支
部
の
統
轄
の
も
と
に
水
運
部
の
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。
費
用
の
負

担
は
交
渉
箇
条
書
に
よ
れ
ば
、
凌
砂
費
、
請
願
巡
査
費
、
各
派
出
所
費
、
運
炭
取
締

関
係
給
与
な
ど
は
両
組
合
の
連
帯
負
担
で
あ
り
、
艦
業
組
合
は
そ
の
負
担
分
は
鉱
業

組
合

へ
納
入
し
た

(実
際
に
は
鉱
業
組
合
が
問
屋
よ
り
受
け
取

っ
た
)。
第
4
表

に
よ

れ
ば
、
明
治
二
十
八
i
三
十
年
の
水
運
部
経
常
費
に
対
す
る
艦
業
組
合
負
担
高

の
割

合
は
お
よ
そ
四
割
弱
で
あ

っ
た
。

水
運
部
の
主
な
事
業
は
川
?

運
賃
を
協
定
し
、
運
炭
を
取
締
り
、
河
川

・
運
河
の

凌
喋
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
川
?

運
賃
表
は
し
ば
し
ば
改
定
さ
れ
、
し

か
も
と
く
に
活
況
時
に
は
違
反
が
あ
い
つ
い
だ
。
日
清
戦
後
の
好
況
期
に
は
、
第
5

表
に
み
る
よ
う
に
川
?
運
賃
は
高
値

で
推
移
し
て
い
る
が
、
明
治
三
十

一
年
に
は
水

運
は
異
常
な
ま
で
の
活
況
を
呈
し
た
。

明
治
三
十

一
年

の
川
?
運
賃
は
日
清
戦
後
に
比
し
て
ほ
ぼ
三
倍
に
騰
貴
し
て
お
り
、

三
十

一
年
は
鉄
道
開
通
か
ら
三
十
年
代
中
ば
ま
で
の

一
四
年
間
で
水
運
比
率
が
上
昇

し
た
唯

一
の
年

で
あ

っ
た

(第
2
表
)。
そ
の
主
要
な
原
因
は
石
炭
活
況
の
な
か
で
の

鉄
道
輸
送
力
不
足
に
あ

っ
た
。
明
治
三
十
年
末

に
は
筑
豊

の
山
元
貯
炭
が
四
億
斤

(
二
四
万
ト
ン
)
に
の
ぼ

っ
た
と
し
て
、
そ
の
対
策

の
た
め
三
十

一
年

一
月
二
日
に

鉱
業
組
合
の
臨
時
集
会
が
開
か
れ
、
委
員
と
し
て
安
川
敬

一
郎
、
麻
生
太
吉
、
長
谷

川
芳
之
助
、
松
田
武

一
郎
、
貝
島
太
助

の
五
名
を
選
出
し
、
実
状
調
査
と
運
動
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貯
炭
増
加
の
原
因
は

「採
掘
高
と
運
搬
方
と
の
平
衡
を
得
ざ

る
結
果
」
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
日
若
松
停
車
場
構
内
に
建
設
中
の

ハ
イ
ド
リ
ッ
ク

工
事
の
進
行
と
と
も
に
荷
揚
場
所
が
狭
隆
に
な
り
荷
卸
し
に
時
間
を
と
る
こ
と
、
⇒

修
繕
そ
の
他
の
た
め
貨
車
数
を
減
じ
た
こ
と
、
日
三
十
年
十
二
月
中
風
浪

の
強

い
日

が
多
く
沖
船
の
入
港
が
杜
絶
し
、
荷
卸
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
、
囚
小
炭
鉱
が
ホ
ー



第2表 筑豊炭水陸輸送数量 (単位t、%)

年 次

明治20

21

22

23

24

25

26

27

水 運 水運比率

410,082

551,627

669,956

780,848

885,509

870,571

825,608

871,603

96.5

83.7

66.9

51.2

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

904,799142.3

836,219 35.7

825,203

1,135,848

1,088,634

983,973

1,064,316

1,080,093

933,815

776,955

885,388

1,089,280

1,161,653

1,065,843

769,832

805,767

758,555

705,374

30.2

33.4

29.5

23.3

21.6

20.6

17.6

13.9

15,6

17.3

17.2

14。8

10.7

10.9

9.1

7.8

陸 運 陸運比率 合 計 備 考(開 通鉄道)

31,902 3.5

410,082

551,627

669,956

780,848

917,411 遠賀川一門司,若 松 一直方

169,206 16.3 1,039,777「 直方一小竹

408,470

830,284

1,231,817

1,506,343

1,901、139

2,264,946

2,605,174

3,243,600

3,855,176

4,155,587

4,399,995

4,797,513

4,796,719

5,203,688

5,596,834

6,125,443

6,410,335

6,560,479

7,535,492

8,367,655

33.1

48.8

57.6

64.3

69.7

66.6

70,5

76.7

78.4

79.4

82.4

86.0

84.4

82.7

82.8

85.2

89.3

89.1

90.9

92,2

1,234,0781 直方一金 田,小 竹一 飯塚,折 尾連絡線

1,701,887i 小竹一幸袋

2,136,616 飯塚一 臼井,小 倉一 行橋一伊田

2,342,562 伊田一後藤寺

2,726,343 後藤寺一宮床

3,400,794 臼井一下 山田

3,693,808 金田一伊 田,後 藤寺 一川崎

4,227,573 幸袋一二瀬

4,919,492 勝野一桐野,下 山田一上 山田,飯 塚一 長尾

5,235,680

5,313,810 川崎一添 田

5,574,468

5,682,107

6,292,968

6,758,487

7,191,286 遠賀川一室 木,中 間一香 月

7,180,167

7,366,246

8,294,047

9,073,029

出典:鉄 道 院 『本邦鉄道 の社会 及経 済に及ぼせ る影響』 中巻780-1頁 によ る。

第3表 明治28年 水 陸運賃 比較 表(単 位:1万 斤につき円)

炭 鉱

新入第三坑

大 ノ浦一坑

新入第一坑

新手本洞

菅 牟 田

勝 野

目 尾

鯖 田

船 運 賃A

2.60

2。60

3.00

3.20

鉄道 運 賃B 運 賃差A _B

1.80 0.80

1.80 0.80

i.80 1.20

1.92 1.28

3.55

3.70

2.28 1.27

2.40 1.30

4.20 2.52 1.68

4.20 2.64 1.56

虐、 隈 4.55 3.OO 1.55

出典:「 門司新報』明治28年4月10日 。



表4表 筑豊石炭鉱業組合決算推移 (単、位FTj)

費 目
象明治22

収 入 金 総 高

課 金 収 入

5,800.

5,400,

24

7,536.943

繰 越 高

艦 業 組 合 負 担 高

そ の 他

支 出 金 総 高

イ∫ 晋β 糸釜'常'費

水 運 部 経 常 費

鉱艦 両組 合連帯費

十上也 ・建 築 ・f呆存 費

運 動 費

寄 付 ・ 補 助 金

俊 深 ・r.事 費

そ の 他

煽 石 部 分 費

田 川 部 分 費

堀jIIl'fSつ 〉 費

1凡il日 剖3s>費

本 月ll'}1ニ ウ〉 望量

差 引1見 在 金 糸窓1萄

備 考

7,440.777

400.

44,115

52.051

5,627, 6,541.025

3,072. 3,207.055

L505. 2t777.928

448.055

1050 107.867

*子 算

173. 995.918

*築i～巷会事ti度

嘩25

6,564,596

2,205.952

4、036.748

321.896

*M25.7～12x2

26

12,780.523

10,443.943

1,187.473

816.020

333,087

12,717.798

1,932.475

5,483,199

象704
,400

100,000

8t1
,733,181

事零奪1
,971.082

51.846

691.614

62,726

,27

31,823.802

24,804.450

28

40,404.925

22,939.460

29

33,695.731

15,306.732

62.726 10,314.650 11,152.742

2,500,000 4,220.898 3,600.OOO

4,456.596 2,929.917 3,636.527

24、870,524 30,537,183 22、585.426

2,717.622 2,510.296 3,710.149

11,530.522 10.784,587 9,611.087

3、468.000

4,222.620

1,400.000

'10
,331.715

申事3
,325.255

薪1
,775.000

十

皐'5
,870.995

ゆ寧1
,450.000

計
807.300 554.597 500,000

212.460

5.000

200.000 405.646

512.000 444.000 442,027

195.000 212.000

411.733 383.522

10,067.830 9,867.742 11,110,305

30

34,948,810

17,969.628

8,007.753

3,700.OOO

5,271.429

23,425.741

5,394.055

10,024.307

*,231.379

掌ゆ1
,950.000

孕事寧1
,900.000

1,870,000

200.000

300,000

358.000

198。000

ヒ京費
*旧 港口補助金
*串 各坑還付金

串M27ノ ド×2

翰1魏麗鷺
傍所新築費
F.京費
事伝染病予防
費1.200.堀
川 工事延期
につ き遠賀
郡役所へ渡
575

用地購 入1,500
保存費

4.320,995

*L京 費など

11,523.069

寧保存費
**門 司港待別港

請願補助費1,000
***堀 川記念碑

1,000

伝染病 費
900

31

89,509.401

70,790.946

11,523.069

4,000,000

3,195.386

54,893.800

7,508.364

●28
1357.407

275.098

"014
,591、101

摩..2
,314、830

177,000

32

111,290.566

70,555.545

31,156.314

4,300、000

5,383.707

48,617.543

8,949.291

15,916.949

1,150.910

1,000.000

'13
,167.712

噛・3
,835,170

傘傘.1
,600.OOO

122,882

210.000

855、000

545.000

50.000

1,162,445 そのまま

34,615.601

*遠 賀郡役所寄付

金7,000
**中 掌校設備費

14,000
***堀 川工事補

助2,500

325.000

1,330.COO

869.629

350.000

62,673,023

*中 学校設備費

12,500
**堀 川工事補助

L831.460
江川1湊漂権利
買収費1.000

***平 岡浩太郎

渡

33

146,244.240

72,061.271

34

159,626、595

58,289,589、

35

144,132.971

53,072.088

62,588.918 85,570.768 74,427t598

3,700.000 3,900.000 4,40U.000

9,494.051 14,428.738 15,950.285

60,673.472 85,189,997 63,456、660

101144・4isI 9,741.709 12,140.585

1,853.797 3,037.978 2,494.801

10,776.981 11,406.762 13,664.678

■12、009.760

ゆ.20
,343.640

◎21
,400.971

寧・19
.300.000

4,934,303

.21500 .000,

1,808.474 3,614.200

234.781

65.000

8tゆ14

,874.791

0.

505.000 223.000

1,525.000 985.000

1,196.624 404.586

210.000 210.000

85,570.768

*土 地購人10,000
串串中学校設備費

19,000

74,427.598

*門 司倶楽部建設

費15,000
*率 中掌校設備費

19,000
**串 還付金

14.678,821

3,534,320

3,864.023

O,

96.000

597,950

0.

630.000

80,676.311

章採鉱科設立

15,500

出典:筑 豊石炭鉱 業組合決算 報告書などによる。

備 考:決 算時期が必 らず しも期末 でないな どのため、華引現在金 と繰 越高 と一致 しない場合 がある。



(単位1万 斤につき円)第5表 若松まで鱒運賃推移表

上三緒大 城小 竹植 木月年

3.502.552.601.554明治26

4.002.802.901.802612

5.003.553.702.602712

4.852.953.102.002812

5.ユ53.253.402.30329

12.509.509.706.25631

11.288.578.755.65731

9.817.467.614.92931

8.836.716.854.643110

6.574.995.103.69432

5.754.364.463.38632

5.824.394.513.42333

出典 『門司新報」。

 

ム
積
を
開
始
し
た
こ
と
、
五
両
三
ヵ
月
以
来
農
閑
期
と
な
り
坑
夫
数
が
増
加
し
出
炭

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
陸
運
の
不
便
の
た
め
、

鉄
道
敷
設
の
あ
る
炭
鉱
ま
で
が
川
?

を
雇
う
場
合
が
生
じ
、
前
年
末
か
ら
川
船
運
賃

が
騰
貴
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
を
ふ
ま
え
て
鉱
業
組
合
は
鉄
道
会
社
に
対
し

て
輸
送
力
増
強
を
要
請
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

田
川
郡
坑
主
と
豊
州
鉄
道

・
九
州
鉄
道
と

の
協
議
が
な
さ
れ
、
二
月
五
日
か
ら
両

鉄
道
共
通

で
後
藤
寺

・
門
司
間
に
臨
時
夜
行
運
炭
列
車
を

一
日
二
な
い
し
三
回
運
転

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
豊
州
鉄
道
は
二
月
十
五
日
の
重
役
会

で

炭
車

二
〇
〇
両
を
注
文
す
る
な
ど
輸
送
力
増
強
策
を
決
め
、
九
州
鉄
道
も
筑
豊
線
、

行
橋
線
の
運
炭
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
を
決
め
、
さ
ら
に
機
関
車

・
貨
車
の
新
造
を
計

画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
下
旬
に
至

っ
て
も
貯
炭
が
著
し
い
た
め
、
鉱
業
組
合
は
三
月
二
十
六
日
の
組

合
総
会
で
再
度
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
し
、
安
達
仁
造
、
長
谷
川
芳
之
助
、
松
田

武

一
郎
、
貝
島
太
助
、
麻
生
太
吉
、
筒
井
省
吾
、
松
本
健
次
郎
の
七
名
を
委
員
と
し
、

貯
炭
調
査
と
九
鉄
と
の
支
渉
と
を

一
任
し
た
。
九
鉄
は
こ
の
こ
ろ
貨
車

一
、
○
○
○

余
台
新
造
計
画
を
た
て
、
六
月
十
三
日
か
ら
落
成
貨
車
を
投
入
し
て
筑
豊
線
夜
行
運

炭
列
車
を
若
松

・
直
方
間

一
日
四
回
、
直
方

・
飯
塚
間

一
日
三
回
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
鉄
道
輸
送
力

の
増
強
策
は
あ
い
つ
い
で
実
施
さ
れ
、
か

つ
水
運
に
お
い
て
も

一
i
四
月
に
川
?
約

一
、
○
○
○
艘
以
上
が
新
造
さ
れ
、
他
方
五

月

一
日
か
ら
大
手
炭
鉱
で
採
炭
制
限
も
実
施
さ
れ
、
五
月
初
旬
に
は
九
〇
万
ト
ン
に

の
ぼ

っ
た
と
い
う
坑
所
貯
炭
も
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
加
え
て
炭
価
も
石
炭

の
不
需
要
期
に
入

っ
て
低
落
し
、
川
?

運
賃
も
第
5
表
に
み
る
よ
う
に
六
月
を
頂
点

に
低
下
し
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
三
十

一
年
に
は
筑
豊

で
一
大
水
運
ブ
ー
ム
が
現
出
し
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
鉱
業
組
合
水
運
部
に
対
し
て
二
重
の
影
響
を
与
え
た
。
第

一
は

水
運
活
況
の
た
め
運
炭
取
締
な
ど
の
諸
経
費
が
急
増
し
、
水
運
部
財
政
を
逼
迫
化
さ

せ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
4
表
に
よ
れ
ば
、
三
十

一
年
度
の
水
運
部
経
常
費
支
出
は
二

八
、○
○
○
余
円
で
、
前
年
の
実
に
二

・
八
倍
に
の
ぼ
っ
た

(う
ち
七
、○
○
○
円
は

遠
賀
郡
役
所
に
対
す
る
寄
附

で
あ
る
)。
こ
の
た
め
水
運
炭
鉱
に
対
す
る
組
合
費
賦
課

も
増
加
し
、
第
6
表
に
み
る
よ
う
に
本
川
筋
の
場
合
は
三
十

一
年
九
月
に
は

一
万
斤

に
つ
き
三
三

・
五
銭
に
達
し
た

(お
そ
ら
く
明
治
期
を
通
し
て
最
高

の
賦
課
金
と
思

わ
れ
る
)。
そ
れ
で
も
な
お
収
入
不
足
で
あ
り
、
銀
行
よ
り
九
、
七
〇
〇
余
円
の
借
入

れ
を
し
、
急
場
を
し
の
い
だ
の
で
あ

っ
た
。
か
か
る
水
運
部
財
政
逼
迫
の
影
響
は
そ

の
後
に
も
尾
を
引

い
た
ご
と
く
で
、
三
十
二
年
度
の
経
常
費
支
出
は

一
六
、○
○
○
円

弱
で
あ

っ
た
。

第

二
の
影
響
は
こ
れ
を
機
に
鉄
道
輸
送
力
が
増
強
さ
れ
、
そ
の
た
め
水
運
は
よ
り

衰
退
に
む
か
い
、
水
運
部
財
政
の
逼
迫
が
継
続
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第



表6表 組合賦課金の推移 (単位:1万 斤につ き銭)

1本 川 筋 艦 送 炭

鉄 道 送 炭

内 訳

通 常 費

水 運 費

水 運 準 備 費

運 動 費

事 務 所 費

寄付 ・補助 金

河 川 工事 費

償 却 費

鉱 艦 連帯 費

若松積卸関係

そ ・ の 他

部 分 会 費

煽 石

田 川

堀 川

西 川

本 川

備 考

M26.11

3.0

0.8

0.8

*2 .2

廓堀川 ・西川筋
0.5

M27.4.16 M27.7.1

20.3 20.3

10.8 10.8

0.8 0.8

*4
。5 4.5

1.0 1.0

**10 .0

*10 .0

***4 .0 **4 .0

1.0

1.0

2.0

1.0

禦堀 川 ・西川
1.0

**上 京運動費
*牌 江川淡砂費

串新築費7 .1よ り
6ヵ 月間

串串;.工川i砦伊b曹

7.1よ り2ヵ 月

間

M27.11.1 M28.4.1

18.3 7.5

10.8 1.5

0.8 1.0

*6 .5 6.0

1.0

**10
,0

*0 .5

4.0

1.0

4.0

1.0

0.5

5.5

*M28.3ま で増徴

串寧新築費10.16

より2ヵ 月間

皐保存費.以 下同

iじ

M28.9,1

11,5

4.5

1.0

6.0

1.0

*1 .0

0.5

**2 .0

4.0

1.0

0.5

10.0

喰 ヒ京運動費

M28.5～12
串奉伝染病予防費

M28.9-t-12

M29.1.1

9.5

2,5

1.0

6.0

1.0

*1
.0

0.5

*1二京運動費

M29.1・-4

M30.4.1 M31.4.1 M31.9. M32.4.1 M33.4.1 M36.4.1

8.5 11.5 33.5 19.7 20.1 19.6

3.5 9.0 10.0 7.0 8.8 7.6

1.0 1.5 1.5 1.5 2.0 2。0

5.0 8.0 11.2 12.0 1.2 2.0

ゆ2
.0

'1 .0

*1 .0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0。5

*LO **4 .0 4.0 4.0
'k2

.1

**5 .5 ***1 。5
*2

.5

**1
,0 1.0 *纏 準8 ,8

7.0 12.5

***1 .0 ""1 .0
**0

.3 **2 ,5

****4.0 4.0
躰 串2

.0
***0

。5

4.O

1.0

0.5

5.8

5.0

1.0

2.0

5.8

5.0

1.0

2.0

20.0

5.0

3.0

2.0

20.0

0.7

5.0

3.0

1.5

20.0

0.5

3.0

1.2

6

0

鄭門司特別輸出入

港請願補助費
4、1～7/末

串*新 築費流用

4.1-一一M31 .4/末

*堀 川記念碑4.1

～6/末
事ホ堀川工事補助

x水運)4.1～5/末
艸 嚇積卸補助費

r陸運)4.1--7/末
承掌榊 鉱山学校

言愛立L費4.1よ り

10ヵ 月間

*9.トM32.3/末

*串 中学校 設備費

串帥 黒川改修工

事10.1～M32.

3/末
帥 纏 水運 部銀

行借 入金6.ト
M32。3!荒

■4.1～M33.3/末

榊 積卸補助費

(睦運)4ユ ～7/末

喰江川淺漂許.可権
1.1M32.6～

35.5/末.
江 月曾安～集工事費

1.5M32.4-一 一34.
3/末

寧*取 締費(陸 運)

4.1-34.3ノ 末
艸 亀 門司支部設
立費
M32.5～33.12

*4 .1～37.1/末
.採鉱科創設費1、3

中学校設備金0.8
(筑前3郡 のみ)
串*地 料準備 金

(睦運)1.1よ り

寧樋 臨時費

出典:筑 豊石炭鉱業組合賦課金標準 …覧 表な どによ る。



2
表
に
よ
れ
ば
、
陸
運
は
三
十

一
年
以
降
順
調

に
増
加
し
、七
〇
%
を
越
え
る
に
至

っ

た
の
に
対
し
て
、
水
運
は
三
十
二
、
三
年
と
減
少
を
続
け
、
こ
の
た
め
川
?
運
賃
は

低
下
し
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い

(第
5
表
)。
か
く
し
て
、
水
運
部
収
入
は
組
合
賦
課

金
、
綿
業
組
合
負
担
金

の
両
面
か
ら
頭
打
ち
を

よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

か
か
る
水
運
部
財
政

の
逼
迫
化

の
結
果
、
鉱
業
組
合
直
方
支
部
の
廃
止
が
決
ま

っ

た
の
で
あ
る
。
三
十
三
年
三
月
三
日
に
水
運
部
分
会
が
開
か
れ
、
直
方
支
部
を
廃
止

し
出
張
所
と
し
、
そ
の
経
費
は
組
合
全
体

で
支
弁
す
る
と
い
う
組
合
総
会

へ
の
附
議

事
項
が
決
定
さ
れ
、
常
議
員
会

の
議
を
経
て
、

三
月
二
十
九
日
組
合
総
会

で
了
承
さ

れ
、
こ
こ
に
直
方
支
部
が
廃
止
さ
れ
、
以
後
水
運
事
業
は
本
部
の
統
轄

の
も
と
に
鉱

艦
連
帯
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

団

輸
出
石
炭
取
締
問
題

最
後

に
輸
出
石
炭
取
締
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
問
題
は
明
治

二
十
三
年
以
降

の
炭
況
不
振
対
策
と
し
て
、
二
十
五
年
九
月

に
開
催
さ
れ
た
鉱
業
諮
問
会

で
取
り
上

げ
ら
れ
、
同
年
十

一
月
に
鞍
手
郡
小
竹
で
開
か
れ
た
九
州
鉱
業
老
集
会
を
機
に
九
州

鉱
業
家
団
体
結
成

の
動
き
と
関
連
し
て
取
り
組
ま
れ
た
。

鉱
業
諮
問
会

の
第
二
議
題
は

「海
外
輸
出
を
主
と
す
る
鉱
業
保
護
の
件
」
で
、
そ

の
諮
問
理
由
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

本
邦
産
出

の
鉱
物
中
石
炭
、
銅
、
硫
黄
、
安
質
母
尼
、
満
俺
の
如
き
は
海
外
輸

出
を
主
と
す
る
も
の
に
し
て
就
中
石
炭
、
銅

の
如
き
は
最
も
重
要
な
る
も
の
と
す

然
る
に
其
営
業
者
中
に
は
或
は
不
良
品
を
混
合
し
て
品
質
を
詐
り
為
め
に
外
人
の

信
用
を
失
し
或
は
競
争
の
極
値
崩
し
を
な
し
為
め
に
自
家

の
損
失
を
来
す
の
み
な

ら
ず
同
業
者
の
利
益
を
害
ず
る
等
の
弊
害
あ
り
て
常
に
本
邦
品
の
価
値
は
外
国
品

に
比
し
品
質
に
相
当
す
る
価
格
を
得
る
能
は
ざ
る
の
実
況
を
呈
す
る
に
至
れ
り
此

種

の
弊
害
は
同
業
組
合
を
設
け
其
規
約
に
依
り
同
業
者
を
検
束
す
る
か
若
く
は
其

他
の
方
法
に
拠
り
之
を
矯
正
し
海
外
輸
出
の
鉱
業
を
保
護
す
る
の
必
要
あ
る
も
の

の
如
し
果
し
て
然
ら
ば
其
方
法
如
何

和
田
維
四
郎
鉱
山
局
長
は

「本
題
の
起
る
所
以
を
説
き
石
炭
に
就

て
は
品
質
を
詐
る

仲
買
商

の
弊
を
矯
め
且
需
要
供
給
を
平
均
な
ら
し
め
目
下
の
困
難
を
救
済
す
る
方
法

あ
ら
ば
意
見
を
聞
か
ん
こ
と
を
望
む
」
と
述
べ
た
が
、
「需
要
供
給
を
平
均
す
る
の
道

は
自
然
の
成
行
に
任
か
せ
る
外
な
く
又
保
護
は
石
炭
の
み
に
限
ら
ず
銅
安
質
母
尼
の

海
関
税
を
免
除
せ
ら
れ
た
し
」
と
の
意
見
が
で
、
結
局
銅
の
輸
出
税
免
除
を
決
め
た
。

こ
の
よ
う
に
政
府
は
と
く
に
輸
出
石
炭
に
つ
い
て
同
業
組
合
に
よ
る
需
給

の
調
節

と
石
炭
商

の
取
締
と
に
よ
っ
て
鉱
業
保
護
の
実
を
上
げ
よ
う
と
す
る
構
想
を
示
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
同
年
十

一
月
に
開
か
れ
た
九
州
鉱
業
者
集
会
は
、
輸
出

炭

に
つ
い
て

「後
会
迄

二
各
団
体

二
於
テ
研
究
シ
其
方
法
等
ヲ
後
会

二
提
出
ス
ル
コ

但
シ
後
会
迄

二
限
ラ
ス
意
見
ア
ル
域

ハ
互

二
通
報

シ
合

セ
テ
研
究
ノ
材
料
ヲ
蒐
集

ス
ル
ヲ
要

ス
」
と
決
議
し
た
。
な
お
九
州
鉱
業
者
団
体

の
集
会
は
少
な
く
と
も

一
力

年

一
回
開
催
し
、
次
回
は
翌
二
十
六
年
三
、
四
月
に
開
会
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

か
く
し
て
つ
ぎ
の
集
会
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
政
府
の
意
向
を
盛
り
込
ん
だ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
の
が
竹
内
綱
で
あ
っ
た
。

竹
内
の
起
稿
し
た

「石
炭
輸
出
業
組
合
規
約
」
は
、
各
石
炭
坑
営
業
者
を
も

っ
て

同
業
組
合
に
準
じ
た
石
炭
輸
出
業
組
合
を
組
織
し
、
そ
の
事
業
は
日
採
炭
額
の
制
限
、

口
石
炭
海
外
輸
出
額
の
制
限
、
口
輸
出
石
炭
の
販
売
最
低
価
格
の
設
定
な
ど
を
主
と

す
る
も
の
で
、
「輸
出
ヵ
ル
テ
ル
」
の
結
成
を
め
ざ
す
プ
ラ
ン
と
み
て
よ
い
。

こ
の
草

案
は
三
月

一
日
付
で
筑
豊
の
安
川
敬

↓
郎
に
送
ら
れ
た
が
、
そ
の
書
簡

の
な
か
で
竹

内
は

「唐
津
ノ
重
立
チ
タ
ル
連
中

ニ
ハ
一
両
日
中

二
相
談
相
纒
候
積
リ
」
と
記
し
て

い
る
。
以
後
、
唐
津
の
鉱
主
た
ち
は
竹
内
案
に
基
づ
き
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

る
。



明
治
二
十
六
年
三
月
十
四
日
に
福
岡
鉱
山
監
督
署
で
和
田
鉱
山
局
長
を
迎
え
て
開

か
れ
た
九
州
鉱
業
者
集
会
で
は
竹
内
案
を
た
た
き
台
に
論
議
し
、
石
炭
輸
出
組
合
規

約
要
領
を
決
定
し
た
。
竹
内
案
は
組
合
を

「各
石
炭
坑
営
業
者
ヲ
以
テ
組
織
ス
ル
事
」

(第

一
章
)
と
し
て
い
る
が
、
「共
同
組
合

ハ
総
連
合
ニ
ス
ル
乎
有
志
連
合
ニ
ス
ル
乎
」

が
協
議
さ
れ
、
有
志
連
合
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
「各
有
志
石
炭
坑
営
業
者

ヲ
以
テ

組
織
ス
ル
事
」
(第

一
章
)
に
な
り
、
ま
た

「組
合
各
石
炭
坑
ノ
採
炭
額

ヲ
定

ム
ル
事

ハ
共
同
組
合
成
立
ノ
上
総
会
ヲ
以
テ
決
ス
ル
事
」
(第
三
章
)
に
な

っ
た
が
、
そ
の
他

は
竹
内
案

の
骨
子
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
輸
出
石
炭
の
統
制
は
外
国
炭
と
の
競
合

か
ら
み
て
か
な
り
困
難
と
み
ら
れ
、
か
つ
要
領
は
組
合
組
織
化
の
重
要
点

で
あ

っ
た

と
み
ら
れ
る
組
合
メ
ン
バ
ー
の
範
囲
と
採
炭
制
限
の
二
つ
の
点

で
草
案
と
異
な

っ
て

お
り
、
政
府
11
竹
内
構
想
は
後
退
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
の
ち
の
経
過
か

ら
み
て
、
筑
豊
鉱
業
組
合
側
の
抵
抗
の
結
果
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

筑
豊
鉱
業
組
合
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
集
会
こ
ろ
か
ら
二
十
六
年
末
こ
ろ
ま

で
組
織
改
革
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
九
州
鉱
業
家

の
組
織
化
、
お
よ
び

輸
出
石
炭
問
題
が
再
び
取
り
組
ま
れ
る
の
は
明
治
二
十
七
年
に
入
っ
て
か
ら
の
よ
う

で
あ
る
。
同
年
四
月
六
日
福
岡
県
庁

で
福
岡
県
鉱
業
者
協
議
会
が
開
か
れ
、
前
田
正

名
よ
り
要
請

の
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
三
県

(福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
)
鉱
業
人
懇
親
会

を
四
月
二
十
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
懇
親
会
は
福
岡
市
東
公
園

一
方
亭
で
五
〇
余
名
の
参
加
を
え
て
開
か
れ
た
。

三
県
石
炭
鉱
業
人
団
体
組
織
化
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
り

(長
崎
は
都
合
に
よ
り
欠

席
し
た
が
、
団
体
結
成
に
は
賛
成
と
い
う
)
、
輸
出
石
炭
問
題
を
め
ぐ

っ
て
佐
賀
県
鉱

業
人
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
筑
豊
鉱
業
組
合
有
志
に
よ
る
意
見
陳
述

が
あ

っ
た
。
佐
賀
側

の
意
見
書
に
添
付
さ
れ
た

「石
炭
坑
業
組
合
規
約
」
は
前
述
の

竹
内
案
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
、
前
年
論
議
さ
れ
否
決

・
留
保
さ
れ
た

総
連
合
形
式
と
採
炭
額
制
限
と
を
そ
の
ま
ま
復
活
さ
せ
、
海
外
輸
出
炭

の
価
格
回
復

の
た
め
に
は
採
炭
額
と
輸
出
額
を
制
限
し
、
輸
出
炭
の
最
低
価
格
を
設
定
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
も
の
で
、
同
業
組
合
に
よ
る

「輸
出
ヵ
ル
テ
ル
」
を
め
ざ
す
プ
ラ

ン
で
あ

っ
た
。
し
か
も

「石
炭
坑
業
組
合
」
と
い
う
名
称

に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、

「本
組
合

ハ
先
以
テ
海
外
輸
出
石
炭

二
限
リ
…
規
約
ヲ
設
ク
ル
ト
錐
漸
次
利
害
得
失

ヲ
構
究
シ
内
国
販
売
方
法

二
就
テ
モ
規
約
ヲ
設
ク
ル
コ

ア
ル
ヘ
シ
」
と
全
面
的

な

「販
売
カ
ル
テ
ル
」
を
も
展
望
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
筑
豊
の
有
志
意
見
書
は
.

輸
出
炭
市
価

の
下
落
は

「経
済
ノ
原
則
以
外

一
種
人
為
ノ
拙
策
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
フ
ヲ

発
見
セ
リ
則
良
否
混
清
濫
輸
出
ノ
猪
手
段
が
其
主
因
タ
ル
コ
ヲ
確
信
ス
」
と
い
う
認

識
に
た
ち
、
輸
出
炭
そ
の
も
の
の
取
締
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
門
司
港
に
石
炭
輸
出

取
締
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「門
司
輸
出
炭
取
締
規
約
案

概
要
」
に
よ
れ
ば
、
輸
出
炭
積
入
れ
の
際
の
炭
品
検
査
、
劣
等
品

の
搭
載
差
止
、
輸

出
炭
の
乗
船
検
査
な
ど
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
筑
豊
鉱
業
組
合
は
四
月
二
十
七
日
に

総
会
を
開
き
、
佐
賀
案

に
不
賛
成
を
決
め
、
意
見
書
起
草
委
員
を
選
び
、
有
志
案
を

基
礎
に
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
起
草
委
員
に
選
出
さ
れ
た
の
は

安
達
仁
造
、
安
川
敬

一
郎
、
小
野
孫
六
、
杉
山
松
太
郎
、
許
斐
鷹
介
、
城
野
琢
磨
、

片
山
逸
太
、
進
藤
正
吉

の
八
名

で
あ

っ
た
。

次
回
の
三
県
鉱
業
人
集
会
は
、
間
を
お
か
ず
開
催
を
予
定
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ

る
が
、
出
席
予
定

の
前
田
正
名
の
病
気
な
ど
の
理
由
で
延
期
に
延
期
を
重
ね
、
結
局
、

同
年
九
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
筑
豊
鉱
業
組
合

で
は
六
月
二
十
八
日

の
臨
時
総
会

で
輸
出
炭
取
締
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
同
月
三
十
日
に
輸
出
炭
取
締
に

関
す
る
委
員
会
を
開
き
、
石
炭
輸
出
取
締
規
約
を
申
合
せ
、
七
月
三
日
よ
り
単
独
で

輸
出
炭
取
締
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
の
内
容
は
門
司
港
に
取
締
掛
を
お
き
、

若
松

で
は
若
松
石
炭
問
屋
と
提
携
し
、
あ
わ
せ
て
輸
出
石
炭
を
取
り
締
ろ
う
と
い
う



も
の
で
あ

っ
た
。
七
月
七
日
若
松
問
屋
と
の
交
渉

の
結
果
、
そ
の
提
携
条
項
と
し
て

新
規
の
輸
出
契
約
に
は
需
用
者
の
証
明
書
を
徴
す
る
こ
と
、
輸
出
に
際
し
て
は
鉱
業

組
合
門
司
出
張
員

(鉱
業
組
合
書
記
の
高
原
徳
太
郎
)
に
対
し
て
、
国
名
、
船
名
及

総
噸
数
、
噸
数

(荷
物
あ
る
い
は
船
用
炭
)
、
送
先

(約
定
書
あ
る
も
の
は
そ
の
書
類

添
付
)、
買
受
主
を
記
し
た
届
書
を
提
出
す
る
こ
と
な
ど
を
取
り
決
め
た
。

こ
の
輸
出

炭
取
締
は

「目
下
朝
鮮
事
件
談
判
切
迫

二
付
輸
出
炭
取
締
法
」
に
つ
き
決
め
た
の
で

あ
り
、
「直
接
に
清
国
に
輸
出
す
る
も
の
は
其
欧
米
人
の
手
を
経
る
と
否
と
に
拘
は
ら

す

一
切
之
を
停
止
し
て
彼
か
戦
闘
力
を
減
せ
し
め
ん
こ
と
を
企
図
し
た
」
も
の
で
あ

つ
評ブと

も
あ
れ
、
か
く
し
て
わ
が
国
最
初
の
輸
出
石
炭

の
自
主
的
規
制
が
始
ま

っ
た
が
、

八
月

一
日
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
あ
ら
た
め
て
清
国
に
対
す
る
石
炭
輸
出
の
あ
り

方
が
論
議
さ
れ
、
九
月
初
め
ま
で
は
石
炭
輸
出
禁
止
令
が
公
布
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
噂
さ
れ
た
。
九
月
十
三
日
に
福
岡
市
東
公
園
皆
松
館
で
三
県
炭
鉱
業
者
集
会
が

開
か
れ
、
三
県
石
炭
同
業
会
の
結
成
を
決
め
た
。
こ
の
組
織
は
、
そ
の
規
約
に
よ
れ

ば
、
「福
岡
佐
賀
長
崎
三
県
下
石
炭
全
業
者

ヲ
以
テ
組
織
」
し

(第

一
条
)
、

「全
業

者
互
二
気
脈
ヲ
通
シ
親
睦
ヲ
旨
ト
シ
石
炭
濫
輸
出
濫
売
井
粗
悪
炭
ノ
混
交
ヲ
制
止
シ

海
外

二
於
ケ
ル
石
炭
販
売
市
場

ノ
商
権
ヲ
拡
張
振
作
シ
斯
ノ
業

ノ
利
便
ヲ
増
進
ス
ル

ヲ
目
的
ト
」
し
た

(第
二
条
)。
こ
れ
は
、
同
会
組
織
化
の
推
進
者

で
あ

っ
た
前
田
正

名
の

「今
日
ノ
石
炭
業
多
ク

ハ
売

ル
カ
ナ
ク
シ
テ
買

バ
レ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
売

ル

カ

ニ
ナ
ス
マ
最
モ
必
要
ナ
ル
コ
」
と
い
う
認
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る

が
、
し
か
し
な
が
ら
竹
内
案
、
佐
賀
県
意
見
書

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
具
体
的
な
輸

出
規
制
策
は
規
約
か
ら
は
ま
っ
た
く
削
除
さ
れ
て
お
り
、
同
会
は
親
睦
を
旨
と
し
た

ゆ
る
や
か
な
連
合
組
…織
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
十
四
日
三
県
坑
業
会
は
、
共
進
館

で
清
国
石
炭
輸
出
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
、

委
員
を
選
出
し
取
調
を
委
托
し
、
委
員
の
う
ち
か
ら
上
京
せ
し
め
農
商
務
省
に
現
状

を
報
告
し
そ
の
意
見
を
問
う
こ
と
を
決
め
、
取
調
委
員
と
し
て
福
岡
か
ら
安
川
敬

一

郎

・
安
達
仁
造

、
佐
賀
か
ら
松
尾
寛
三

・
長
谷
川
芳
之
助
、
長
崎
か
ら
中
川
寿

一
郎

・

松
尾
治
造
を
選
出
し
、
こ
れ
を
受
け
て
筑
豊
鉱
業
組
合
は
安
川
を
上
京
委
員
に
決
定

し
た
。

十
月
二
十
三
日
の
筑
豊
鉱
業
組
合
輸
出
炭
取
締
委
員
会
に
お
い
て
安
川
は

「広
島

及
び
東
京
に
於
て
西
郷
海
軍
大
臣
、
樺
山
軍
令
部
長
、
渡
辺
大
蔵
大
臣
等
を
歴
訪
し

た
る
処
何
れ
も
輸
出
差
支

へ
な
き
の
み
な
ら
ず
敵
の
軍
艦
、
軍
港
に
直
接
積
込
若
は

輸
送
せ
ざ
る
限
り
は
ド
ン
く

輸
出
し
て
以

て
此
際
利
益
を
聾
断
す
べ
し
と
の
意
見

な
り
し
趣
を
報
道
し
」
「六
月
三
十
日
議
決
せ
し
石
炭
輸
出
取
締
規
則
は
断
然
今
日
限

り
廃
止
し
坑
主
炭
商
の
勝
手
に
輸
出
す
る
事
に
決
し
」
た
。
か
か
る
決
定
の
前
提
に
、

一
方
に
お
い
て

「清
国
政
府
は
頻
り
に
濠
洲
其
他

の
石
炭
を
購
入
し
我
石
炭
の
輸
出

停
止
に
付
毫
も
戦
闘
力
に
関
す
る
所
あ
る
を
見
す
」
、他
方

「我
国
の
炭
況
如
何
を
顧

み
れ
は
其
輸
出
品
の
首
位
を
占
め
し
に
拘
は
ら
す
遽
か
に
大
得
口
を
失
ふ
て
当
業
者

の
困
難
日

々
甚
た
し
」
い
と
い
う
筑
豊
鉱
業
組
合

の
認
識
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
石
炭
の
自
由
輸
出
制
に
復
帰
し
、
日
清
戦
時
以
降
の
炭
況
活
発
化
の
な
か
で

筑
豊
炭
鉱
業
は
産
業
資
本
と
し
て
の
確
立
を
み
る
の
で
あ
る
。

な
お
石
炭
流
通
面
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
八
年
三
月
に
門
司
石
炭
商
組
合
が
結

成
さ
れ
、
ま
た
翌
二
十
九
年
八
月
に
は
若
松
港
同
盟
石
炭
問
屋
組
合
が
若
松
港
石
炭

業
組
合
に
改
組
さ
れ
た
。
前
者
は

「石
炭

の
名
称
を
偽
は
り
若
く
は
数
量
を
詐
は
る

等
」
の
行
為
を
禁
止
し
、
違
約
者
に
は
き
び
し
い
処
分
を
課
し
、
ま
た
後
者
は
石
炭

の
取
引
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
規
制
を
加
え
、
締
送
炭
を
も
含
む
違
反
に
対
し
て
処
分

を
課
し
た
。
こ
の
よ
う
な
門
司

・
若
松
両
組
合

の
活
動
が
あ

い
ま

っ
て
流
通
機
構
の

前
期
性
を
克
服
し
て
ゆ
く
端
緒
に
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。



四

、

む

す

び

以
上
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
明
治
十
八
年

の
創
立
か
ら

明
治
三
十
三
年
こ
ろ
ま
で
を
検
討
し
た
。
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
、
筑
豊
炭
鉱
業
の

勃
興
に
あ
た

っ
て
同
業
組
合
組
織
に
よ
っ
て
石
炭
の
生
産
、
輸
送
、
販
売
に
つ
い
て

枠
組
み
を
設
定
し
、
統
制
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
県
当
局
の
勧
奨

の
も
と
に
設

立
さ
れ
た
。

石
炭
の
生
産
、
す
な
わ
ち
石
炭
坑
業
の
改
良
は
筑
豊
炭
鉱
業

の
枠
組
み
を
決
定
づ

け
る
と
い
う
課
題
で
あ
り
、
行
政
当
局
に
よ

っ
て
決
定
的
に
重
視
さ
れ
、
鉱
区
出
願

の
停
止
と
撰
定
坑
区
制

の
実
施
と
を
中
心
と
す
る
強
力
な
行
政
指
導
に
よ
っ
て
、
明

治
二
十

一
年
以
降
撰
定
坑
区
を
中
心
に
し
た
筑
豊
炭
鉱
業
の
近
代
化
を
方
向
づ
け
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
の
課
題
に
鉱
業
組
合
側
か
ら
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
だ
の

が
、
初
代
総
長
の
石
野
寛
平

で
あ
り
、
石
野

は
筑
豊
炭
鉱
業
の
枠
組
み
づ
く
り
が

一

段
落
を
つ
げ
た
明
治
二
十

二
年
六
月
に
総
長
を
辞
任
し
た
。
以
後
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
鉱
業
行
政
や
地
方
行
政
と
の
か
か
わ
り

で
筑
豊
炭
鉱
業

の
発
展
の
条
件
整
備
に
努
力
し
て
ゆ
く
こ
と

に
な
る
。

石
炭
の
輸
送
は
初
期

の
筑
豊
鉱
業
組
合
の
活
動
の
な
か
で
つ
ね
に
重
視
さ
れ
、
わ

け
て
も
水
運
問
題
は
石
炭

の
鉄
道
輸
送
が
本
格
化
す
る
ま
で
は
最
重
要
課
題

で
あ

っ

た
。
鉱
業
組
合
第
四
代
総
長
の
安
達
仁
造
は

「筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
、
組
織
さ
れ

た
の
も
対
備
問
題
が
主
因
で
あ

っ
て
、
坑
主
は
組
合
に
よ

っ
て
一
致
団
結
し
自
家
擁

護
と
共
同
利
益
の
増
進
に
努
め
る
気
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
其
為
め
組
合
の
事
務
所

も
最
初
は
直
方
に
置
き
、
後
に
本
部
を
若
松

に
移
し
た
次
第

で
あ
る
」
と
後
年
に
回

顧
し
て
い
る
。
水
運
事
業
は
主
に
河
川
の
凌
喋
と
川
備
の
運
賃

・
運
行
の
統
制
と
か

ら
な
り
、
鉱
業
組
合
と
艦
業
組
合
と
の
共
同
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
が
、
両
組

合
の
力
関
係
も
影
響
し
て
円
滑
で
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
く
、
初
期

に
お
い
て
は
炭

況
活
発
時
に
艦
業
組
合
側
の
協
定
違
反
が
目
立

っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
組
合
総
長
が

不
在
で
あ

っ
た
明
治
二
十
二
年
六
月
か
ら
二
十
四
年
二
月
ま
で
の
時
期

に
は
と
く
に

河
川
の
俊
喋
が
遅
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
課
題
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
く

龍
崎
中
和
が
第
二
代
総
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
龍
崎
は
、
総
長

・
幹
事

・
支

部
長
と
し
て
存
任
し
た
二
十
四
年
二
月
か
ら
二
十
八
年
五
月
ま
で
の
時
期
に
主
に
水

運
関
係
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

鉱
綿
両
組
合
の
力
関
係
が
鉱
業
組
合
の
側
に
有
利
に
な
る
の
は
、
筑
豊
炭
鉱
業
の

発
展
に
よ
り
有
力
鉱
業
家
層
が
形
成
さ
れ
、
鉱
業
組
合
の
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
か
つ

石
炭
の
鉄
道
輸
送
が
本
格
化
し
て
く
る
時
期
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
二
十
六
年
十

一
月

に
鉱
業
組
合
に
有
利
な
両
組
合
の
取
り
決
め
が
結
ば
れ
た
。同
時
に
水
運
事
業
は
組
合

内
の
水
運
依
存
炭
鉱
の
み
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
水
運
部
が
発
足
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
明
治
三
十

一
年
に
は
鉄
道
輸
送
力
不
足
に
起
因
す
る
水
運
ブ
ー
ム
が

出
現
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
す
る
鉄
道
輸
送
力
の
増
強
に
よ
っ
て
、
水
運
は
い
っ

そ
う
衰
退
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、
水
運
部
財
政
の
逼
迫
化
も
加
わ
り
、
三
十
三
年
三
月

に
は
水
運
事
業
は
従
来

の
直
方
支
部
管
轄
か
ら
組
合
本
部
の
統
轄
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
か
か
る
経
緯
を
経

て
、
石
炭
の
輸
送
は
鉄
道
中
心
の
時
代
に
入
り
、

鉱
業
組
合
の
活
動
も
鉄
道
運
賃

・
貨
車
配
給
な
ど
鉄
道
会
社
と
の
交
渉
に
力
を
注
ぐ

こ
と
に
な

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

石
炭
の
販
売
問
題
も
重
視
さ
れ
た
。
当
初
の
石
炭

一
括
売
捌
店
に
よ
る
販
売
統
制

の
試
み
は
短
期
間
で
失
敗
に
終

っ
た
が
、
そ
れ
は
筑
豊
炭
鉱
業
の
前
期
性
と
石
炭
流

通
機
構
の
前
期
性
と
の
壁
に
は
ば
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
二
つ
の
前
期
性
の

克
服
が
重
要
課
題
に
な
る
が
、
生
産
面
で
有
力
炭
鉱
が
台
頭
す
る
の
は
明
治
二
十
年



代
半
ば
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
流
通
面

で
は
二
十
年
代
後
半
か
ら
前
期
性
の
克
服
が

緒
に
つ
き
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
明
治

二
十

六
i
七
年
の
行
政
主
導
に
よ
る
同
業
老

組
合
形
式
の

「輸
出
カ
ル
テ
ル
」
結
成

の
試

み
は
、
前
期
性
の
克
服
が
課
題
と
な

っ

て
い
る
時
点
に
お
い
て
同
業
組
合

に
よ

っ
て

「独
占
的
」
課
題
を
追
求
し
ょ
う
と
い

う
無
理
を
そ
も
そ
も
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
急
速
に
台
頭
つ
つ
あ

っ
た
筑
豊
鉱

業
組
合
内
の
有
力
鉱
業
家
層
の
反
対
に
よ

っ
て
、
結
局
、
挫
折
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
き
諸
課
題
を
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
同
業
組
合
と
い
う
組
織
形
態

に
よ
っ
て
追
求
し
た
の
で
あ
り
、
組
織
問
題

は
組
合
の
基
盤
強
化
と
い
う
点
か
ら
重

視
さ
れ
た
。
明
治
二
十
二
、
三
年

の
撰
定
坑
区
制
お
よ
び
鉱
区
出
願
の
解
禁
と
に
端

を
発
し
た
炭
鉱
企
業
熱
は
個
別
企
業

の
め
ざ

ま
し
い
展
開
と
鉱
業
組
合
活
動
の
停
滞

を
ま
ね
い
た
が
、
水
運
事
業
の
必
要
性
、
鉄
道
建
設
、
不
況
対
策
、
鉱
業
条
例
問
題

な
ど
に
と
も
な
い
明
治
二
十
四
、
五
年

こ
ろ
か
ら
鉱
業
組
合
の
活
動
が
再
び
活
性
化

し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
組
合
組
織

の
整
備

が
要
請
さ
れ
る
に
至
り
、
明
治
二
十
六

年
に
常
議
員
会
主
導
の
組
合
体
制
が
確
立
し
、
同
時
に
組
織
統
制
の
強
化
が
要
請
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
折
か
ら
の
日
清
戦
時
以
降

の
炭
況
活
発
化
の
な
か
で
、
中
小
炭
鉱

が
簇
生

し
、
鉄
道
網
の
形
成
や
流
通
機
構

の
前
期
性
な
ど
に
媒
介
さ
れ
、
組
合
未
加

入
、
賦
課
金
未
納
入
な
ど
の
組
合
か
ら
の
離
反
現
象
も
生
じ
た
。
そ
こ
で
鉱
業
組
合

は
、

一
方

で
強
制
加
入
制
の
追
求
や
違
約
者

処
分
法

の
強
化
に
よ
っ
て
組
織
統
制
を

強
化
し
、
他
方

で
関
係
諸
機
関
と
の
交
渉
力
強
化
、
部
分
的
利
害
の
調
整
な
ど
に
よ

っ
て
組
合

へ
の
統
合
に
努
力
し
た
。

か
く
し
て
明
治
三
十
二
、
三
年
こ
ろ
ま
で
に
は
、
違
約
者
処
分
法
は
強
制
処
分
を

と
も
な
う
形

で
整
備
さ
れ
、
組
合
財
政
も
筑
豊
炭
鉱
業

の
躍
進
と
水
運
依
存
の
低
下

の
な
か
で
改
善
さ
れ
、
常
議
員
を
増
員
し
、
有
力
鉱
業
家
層
を
中
心
に
部
分
的
利
害

を
代
表
す
る
中
堅
鉱
主
層
を
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
ノ

の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
い
っ
そ
う
強
固
に
な
り
、
こ
こ
に
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
、

筑
豊
炭
鉱
業

の
確
立
と
と
も
に
組
織
的
安
定
を
み
、
か
か
る
組
織
的
安
定
が
組
合

へ

の
強
制
加
入
制
を
さ
し
あ
た
り
不
要
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

註

同

業

組

合

に

つ

い

て
は

さ

し

あ

た

り

由
井

常

彦

『
中

小

企

業

政

策

の
史

的

研

究

』
(東

洋

経

済

新

報

社

、

一
九

六

四
年

)

第

一
章

、

藤

田
貞

一
郎

『
近

代

日
本

同

業

組

合

史

論
序

説

』

(国

際

連

合

大

学

、
一
九

八

一
年

)

を

参

照

せ
よ

。

『
筑

豊

石

炭

鉱

業

会

五
十

年

史

』

(同

会

、

一
九

三

五
年

)

五

頁
。

「
五
郡

石

炭

坑

業

組

合

聯

合
会

」

(『
福

岡

日

日

新

聞

』

明

治

十

八

年

十

一
月

三
日

)
。

「
五
郡

石

炭

坑
業

組

合

聯
合

会

の
決

議

概

要

」
(同

右

、

明

治

十

八

年

十

一
月

十

四

日

)
。

「
若

松

藍

屋

両
港

の
坑

業

組

合

開

業

式

」

(
同

右
、

明

治

十

八

年

十

二

月

二
十

六

日

)
。

「
五

郡

坑
業

組

合

臨

時

会

」
、

「
石

野

寛

平

氏
」

(同

右

、

明

治

十

八
年

十

二
月

二
十

六

日

、

二
十

七

日
)
。

明

治

十

八
年

十

二
月

規

約

の
全

文

は
同

右

、

明

治

十

九

年

一
月

三
十

一

日

、

二
月

二
ー

四

日

に
紹

介

さ

れ

て

い
る

。

以

下

条

文

は

こ
れ

に

よ

る
。

「
豊

筑

五
郡

坑

業

組

合

経

費

の
事

」

(
同
右

、
明

治

十

八
年

十

二
月

三
十

日

)
。「

五
郡

石
炭

坑

業

組

合

」
、

「
安

川
敬

一
郎

氏

」

(
同

右

、

同

日

4
。

「
直

方

通

信

」

(
同

右

、

明
治

十

八
年

十

一
月

三

日
)
。



前

掲

「
豊
筑

五

郡

坑
業

組

合

経

費

の
事

」

明

治

十

九

年

四

月

改

正
規

約

は
前

掲

『
筑
豊

石
炭

鉱

業

会

五

十

年

史

』

五
〇

1

五

三
頁

に
よ

る
。

一

「
筑

豊

石

炭

坑

業

組

合

沿

革

ノ
略

」

(
『
日

本

鉱
業

会

誌

』

第

五

二
、
五

三
号

)
、

「
筑

豊

石
炭

坑

業

組

合

沿
革

の
略

」

(

『
福

岡

日

日

新

聞

』
明

治

二
十

二
年

五
月

九

、

十

、

十

一
、

十

二
、

十

五
日

)
。

以

下

、
と

く

に
断

わ

ら

な

い

か
ぎ

り

こ
れ

に
よ

る

。

艦

業

組

合

と

の
当

初

の
申

合

規

約

は
前

掲

『
筑

豊

石

炭

鉱

業

会

五
十
年

史

』

六

九

ー

七
〇

頁

に
紹

介

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

に

よ

れ
ば

五
郡

の
川
?

を

約

三
千

艘

と

し

て
配

分

し

て

い
る
。

ま

た

「
遠

賀

川

の
石

炭

船
」

(『
福

岡

日

日
新

聞

』

明

治

十

九

年

八

月

二
十

九

日
)

に

よ
れ

ば

二
千

余

艘

と

さ

れ

る

。
「
明

治

十

九

年

四

月
6

廿

年

三

月

迄
課

金

収

支

決

算

表

(
広

告

)
」

(同

右

、

明

治

二
十

一
年

六

月

六

日

)
。

資

料

的

に
確

認

で
き

る

最

初

は

明

治

二
十

三
年

度

と
推

定

で
き

る

「
嘉

麻

川
俊

砂

場
積

書

」
(
『
坑

業

組

合

関

係
書

類

留

』

麻

生

家

文

書

、
組

5
)

で

あ

る
。「

二
子

嶋

港

口
渡
喋

」
(
『
福

岡

日

日
新

聞

』

明

治

二
十

一
年

四

月

十

九

日
)
。

一

以

上

、
筑

豊

興

業

鉄

道

会

社

「
第

一
回
報

告

」
(
『
石

炭

研

究
資

料
叢

書

』

第

一
輯

、

九
州

大

学
石

炭

研

究

資

料

セ

ン
タ

ー

、
一
九

八

〇

年

)

に
よ

る
。

)

前

掲

「
沿
革

ノ
略

」
に

よ

る
。

な

お

「
筑
豊

興
業

鉄
道
会
社

発
起
人
会
」

(
『
福

岡

日

日
新

聞

』

明

治

二
十

一
年

九

月

十

六

日

)

に

よ

れ

ば

、

明

治

二
十

一
年

九

月

十

四

日

開

催

の
発

起

人
会

で
は

五
郡

石

炭

坑

主

か
ら

二
千

株

の
申

込

み

が

あ

り
、

五
十

株

を

譲

渡

す

る

こ
と

に
決

ま

っ
た

と

い
う
。

そ

の
後

引

受
秩

数

の
増

加

が

あ

っ
た
と

み

ら

れ

る
。

)

「
筑

前

炭

坑
業

の

三
大

順

序

」

(
『
福

岡

日

日

新

聞
』

明
治

十

八
年

十

一

月

二
十

四

日

)。

}

本

号

所

収

の
今

野

孝

論

文

を

み

よ
。

)

前

掲

「
沿
革

ノ
略

」
、

お

よ

び
鼎

湖

(高

野

江

基

太

郎

)

「
筑
豊

石
炭

史

談

・
十

四

・
杉

山
氏

の

一
括

売

買

所

」

(
『
門

司

新

報

』

明

治

二

十

九

年

十

一
月

十

七

日

)
。

「
勧

業
事

務
梗

概

」
(
『
福

岡

日

日

新

聞
』
明

治

十

九

年

二
月

二
十

五

日

)。

「
筑

前

石

炭

ノ
直

輸

出

」

(同

右

、

明

治

十

九

年

↓
月

十

三

日

)
。

日

本

石

炭

会

社

の
創

立

に

つ

い

て
は

さ

し
あ

た
り

「
日
本
石
炭
会
社
創
立
」

(
同

右

、

明

治
十

九
年

八

月
十

三

日
)

が

参

考

に
な

る
。

筑

豊

の
撰
定

坑

区

に
関

し

て

は
今

野

孝

「
明

治

二
十
年

前
後

に
お

け

る

筑
豊

石
炭

鉱

業

ー
撰

定

坑

区

を

め

ぐ

っ
て
ー

」

(
『
エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研

究

』

第

一
二
号

、

一
九

八

三
年

六
月

)
、

前

掲

「
沿

革

ノ
略

」
、

『
福

岡
,県

勧

業

年

報

』
、

『
福

岡

県

勧

業

月

報

』
、

『福

岡

日

日
新

聞

』

な

ど

に

よ

る
。

蕉

門

隠

士

「
福

岡

県

に
於

け

る
安

場
保

和

翁

・
六

・
翁

と

炭

鉱

事

業

及

ひ
其

の
運

輸

」

(
『
福

陵

新

報

』

明

治

二
十

五
年

八

月
十

一
日

)
。

『
福

岡

日

日
新

聞
』

明
治

二
十

二
年

五
月

一
日
。

「
石

野
寛

平

氏

と
某

氏

の
問

答

」
(
『
福

陵

新

報

』

明

治

二
十

三

年

一
月

三

十

日

)
。

な

お
石

野

の
略

歴

に

つ

い

て
は

、
『
若

松

築

港

会

社

七
十

年
史
』
、

米
津

三
郎

「
筑

豊

石
炭

坑

業

組

合

初
代
総

長
石
野
寛

平
略
歴

書

(手
記

)」

(
『
エ
ネ

ル
ギ

ー

史

研

究

ノ
ー

ト
』

第

六
号

、

一
九

七

六

年

三

月

)

に

紹

介

さ

れ

て

い
る
。



以

上

、

『福

岡

日

日
新

聞

』

明

治

二
十

二
年

四
月

十

日

、

四

月

十

三

日

、

四
月

十

七

日

、

五

月

七

日
、

五
月

九

日
、

六
月

十

八

日

、

六

月

十

九

日

、

六
月

二
十

日

、

六

月

二
十

一
日
、

六

月

二
十

三
日
付

の
関
係

記
事

に
よ
る
。

「
筑

豊

石

炭

坑

業

組

合

規

約
書

」

(渡

辺

〔
勝

〕

文
書

、

九

九
)
。

た

と

え
ば

明

治

二
十

二
年

七

月

の
規

約

改

正

は
総

長

代

理

桑

野

里

七

名

儀

で
出

願
さ

れ
、

ま

た
明

治

二
十

三

年

度

の
組

合

予
算

も

同

様

の
名

儀

で

届
出

て

い
る

(
「
石

炭

坑

業

組

合
費

額

」
、

『
福

岡

日

日
新

聞

』

明

治

二
十

三

年

四

月
十

三

日

)
。

「
石

炭

坑
業

組

合

幹

事

」

(
『
福

岡

日

日
新

聞
』

明

治

二
十

三

年

六

月

四

日

)
。

二
十

二
年

度

は

「
明

治

廿

二
年

度

経

費

支

出

予

算

」

「
同

収

入

予

算

」

(前

掲

、

麻

生

家

文
書

、

組

5

)
、

二
十

三

年

度

は
前

掲

「
石

炭

坑

業

組

合

費

額

」

に
よ

る

。

「
石

炭
声

価

挽

回

の
問

題

」

(
『
福

岡

日

日
新

聞

』
明

治

二
十

二
年

十

二

月

二
十

日

)
。

「
明

治

廿

二
年

全

廿

三
年

豊

筑

石
炭

興

業

取

締

書

及

諸

規

則

書

類

」
(
貝

島

資

料

、

B

23

1

9
)
。

「
忠
告

書

」

(
前

掲

、

麻

生

家
文

書

、

組

5
)
。

前

掲

「
嘉

麻

川

俊

砂

場

積

書

」

(
同
右

)
。

以

上

、

『
福

岡

日

日

新

聞

』
、

『
福

陵

新

報
』

の
関

係
記
事

な
ど

に
よ

る
。

前

掲

、

貝

島

資

料

、

B

23

1

9
。

「
筑

豊

石

炭

坑

業

組

合

臨
時

会

」

「
臨

時

会

決

議

録

」

「
総

長

の
認

可
願

と
幹

事

解

任

届

」

(
『
福

岡

日

日
新

聞

』

明

治

二
十

四

年

三

月

一
日

、

三

日

)
。

な

お

龍

崎

に

つ

い

て
は
今

野
孝

「
筑

豊

石

炭

鉱

業

組

合

第

二
代

総

長

龍

崎

中

和

と

そ

の
資

料

」
(
『
西

南

地

域
史

研

究

』

第

三

輯

、
一
九

八

〇

年

一
月

)
を

み

よ
。

明
治

二
十

四
年

三
月

改

正

規

約

は

前

掲

、
麻
生
家
文
書

、
組

5
に
よ
る
。

龍
崎

宛
麻

生

太

吉

書

簡

(
今

野

、

前

掲

龍

崎

論

文

三

九
〇

頁
)
。

「
鉱

業

組
合

と
艦

業

組

合

の
紛

紙

」

(
『
福

陵

新

報

』

明

治

二

十

五

年

四

月

三

日

)
。

「
川
?
運

炭

取
締

に
就

て
」

(同

右

、

明

治

二
十

五
年

四
月

十

日
)
。

「
両

組

合

の
和
解

に
就

て
」

(同

右

、

明

治

二
十

五
年

六
月

十

一
日
)
。

臨

時

総

会

・
委

員

会

決
議

報
告

(前

掲

、

麻

生

家

文
書

、
組

5

)
。

「
筑

豊

石

炭

坑

業

組

合

総

集

会

決
議

」

(
『
福

岡

日

日

新

聞

』

明

治

二

十

四
年

七
月

五
日

)
。

「
九
州

鉱

業

団

体

運

動

の
歴

史

」

(
『
門

司

新

報

』

明

治

二
十

六

年

一

日
月
二
十

山ハ
日
)
O

以

上

、
今

野
、

前

掲

龍

崎

論

文

、

『福

陵

新

報

』

記

事

な

ど

に

よ

る

。

前

掲

「
九
州

鉱

業

団

体

運

動

の
歴

史

」
。

以

上

、

『
商

工
政

策

史

』
第

二
十

二
巻

(鉱

業

上

)

一
九

六

六

年

、

一
五

五
頁

以

下

に
よ

る
。

決

議

報

告

(
前

掲

、

麻

生

家

文

書

、
組

5

)
。

「
鉱

業

組

合

員

鉱

山

監

督

署

に
派

出

す
」

(
『
福

岡

日

日

新

聞

』

明

治

二
十

五
年

六
月

二
十

一
日

)
。

な

お
、

こ

の
派

遣

出

張

員

が

「
各

坑

主

の

為
余

程
懇

切

に
事

務

を

執

り

其

便

利

一
方

な

ら

さ

る

を
以

て
従

来

該

組

合

に
加

入

せ

さ

り

し
鉱

主

も
始

め

て
組

合

加

入

の
必

要

を
感

し
追

々
加

入

を

申

込

む

者

あ

る

や

に
聞

く
」

と

い
う

効

果

も

生

じ

た

ご
と

く

で
あ

る

(
「鉱

業

組

合

」
、

『
福
陵

新

報

』

明

治

二
十

五
年

八

月

七

日

)
。



的

野

半

介

編

一
炭
礦

鉄
道

会

社

の
経

済

社

会

に
及

ぼ

す

弊

害

を

述

べ

て

朝

野

の
識

者

に
訴

ふ
」

(明

治

二
十

六

年

一
月

)

に
よ

る
。

「
九

州

鉱
業

団
体

運
動

の
歴

史

(承

前

)
」

(
『
門

司

新

報

』

明

治

二
十

六

年

一
月

二
十

七

日

)
。

「
九

州

鉱
業

者

集
会

決
議

報

告

」

(前

掲

、

麻

生
家

文

書

、

組

5
)
。

以

上

、

『
福

岡

日

日
新

聞

』
、

『
福

陵

新

報

』

の

関

係

記

事

、

お

よ

び

『
日

本

国

有

鉄

道

百

年

史

』

第

四
巻

(
同

鉄

道

、

一
九

七

二

年

)

二

五

九

頁

、

『
七
十

年

史

』

(北

海

道
炭
礦

汽

船

株

式

会

社

、

↓
九

五

八

年

)

四

九

-

五

〇

頁

、

五

七

-

五

九

頁

な

ど

に

よ

る
。

「
筑

豊

磯

業

組

合

の
決
議

」

(
『
福

岡

日

日

新

聞
』

明

治

二
十

五

年

二

月

十

八

日

)
、

「
筑

豊

磯

業

組

合

員

の
積

立

金

」

(同

上

、

明

治

二
十

五
年

四

月

一
日

)
。

県

令

第

十

四

号

(
明

治

二
十

六
年

三
月

二

日
)
。

た

と

え

ば

明

治

二
十

五
年

八
月

十

五

日

の
臨

時

総

会

で
は

煽

石

委

員
会

の
決

議

に
も

と

づ

き

煽

石

販
路

拡

張

の

た

め
各

地

へ
出

張

員

を

派

遣

す

る

こ
と

を

決

め

て

い
る

(
「
決

議

録

」
、

前

掲

、

麻

生

家

文

書

、

組

5

)
。

前

掲

、

貝
島

資

料

、

B

23

-

9
。

「
筑

前

国

豊

前

国

石
炭
礦

業

組

合

規

約

」

(
明
治

二
十

六

年

三

月

二
十

七

日

出

願

、

四

月

四

日
認

可

)

(渡

辺

〔
勝

〕

文

書

、

一
〇

七

)

明

治

二
十

六
年

三
月

改

正
規

約

原

案

へ
の
書

込

み

に
よ

る

(
「
筑

前

国

豊

前

国

石
炭
礦

業

組
合

規

約

」
、

前

掲

、

麻

生

家
文

書

、

組

5
)
。

以

上

、

経

過

は

『
組

合

総

会

決

議

綴

』

明

治

二
十

六

年

以

降

(
直
方

市

石

炭

記

念

館

所
蔵

)
、

「
坑

業

組

合

の
移
転

と

常

議
員

」

(
『
門

司
新

報

』

明

治

二
十

六
年

十

二
月
十

二
日

)
、

「廿

六
年

十

一
月

廿

三

日

常

議

員

会

決

議

」

(
『
筑

豊

坑

業

組

合

常

議

員

会

決
議

録

』

麻

生

家

文

書

、

組

11
)

に
よ

り

、

組

合

規

約

は

「
筑

豊

石
炭
礦

業

組
合

規

約

書

」
(明

治

二
十

六

年

十

}

月

改

正

)

(
前

掲
、

麻

生

家

文

書

、

組

5

)

に
よ

る
。

「
三
月

四
日

委

員

会

申

合

」

(前

掲

、

麻

生

家

文

書

、
組

5

)
。

こ

の
申

合

は
開

催

年

を

欠

く

が

、

内

容

、

お

よ

び
綴

の
前

後

関

係

か
ら

二
十

六

年

と
推

定

し

た
。

前

掲

『
組

合

総

会

決

議

綴

』
。

前

掲

、

麻

生

家

文

書

、

組

11
。

鉄

道

網

の
形

成

に

つ

い

て
は

『
日

本

国
有

鉄

道

百
年

史

』

第

二
巻

、

第

四
巻

(
同

鉄

道

、

一
九

七

〇

年

、

一
九

七

二
年

)

に

よ

る
。

前

掲

『
組

合

総

会

決

議

綴

』
。

森

川

英

正

「
明

治

期

『
工

科

大

学
』

卒

会

社

技

師

リ

ス

ト

」

(

『
経

営

志

林

』

第

一

一
巻

第

二
号

、

一
九

七

四
年

一

一
月

)
、
今

津

健

治

「
B

・

S

・
ラ

イ

マ
ン

の
弟

子

た

ち

…

修

業
時

代

ー
」

(
『
エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研

究

』

第

一
〇

号

、

一
九

七

九

年

三

月

)

に
よ

る
。

た

と

え
ば

筑

豊

御

三

家

と

称

せ

ら

れ

る

に

至

る
安

川

・
松

本

、

貝

島

、

麻

生

の
炭

鉱

経

営

も

明

治

二
十

年

代

に
は

ま

だ

不
安

定

で
あ

っ
た
。

安

川

敬

一
郎

の
経

営

す

る
大

城

炭

鉱

は

二
十

九
年

に
資

金

調

達

の
必

要

上

外

部

か

ら
資

本

を

導

入

し

て
明

治

炭

坑

株

式
会

社

に

移
管

さ

れ
、

両

び

安

川

専

有

と

な

る

の
は

三
十

五
年

の

こ
と

で
あ

る
。

ま

た
松

本

潜

経

営

の
高

雄

炭

鉱

は

三
十

年

こ
ろ

一
時

三

菱
名

儀

に

な

っ

て

い
る
。

貝

島

太

助

の
経

営

す

る

大

ノ
浦

・
菅
牟

田

両
炭

鉱

は
毛

利

家

か

ら

の
借

入

金

の
抵

当

と

し

て

二

十

五
年

か
ら

三

井

物

産

名

儀

に
書

き
換

え

ら

れ
、

貝

島

名

儀

に
復

帰

し

た

の
は

日

清

戦

後

の

二
十

九
年

の

こ

と

で
あ

る
。

麻

生

太

吉

の
経

営

す

る
忠



隈

炭

鉱

は
資

金

難

も

あ

っ
て

二
十

七
年

住
友

に
売

却

さ

れ

、

主

力

炭

鉱

を

失

っ
た

麻

生

は

筑

豊

鉱
業

組

合

の
常

議

員

を
辞

任

し

て

い

る

(
以

上

、

粁

史

.
伝
記

な
ど

に
よ

る
)
。

前

掲

、

麻

生
家

文

書

、

組

5
。

前

掲

『
組

合

総

会

決

議

綴

』
。

『
通

常

臨

時

総

会

決

議

録

』

明

治

廿

六
年

以

降

同

四
拾

四
年

迄

(
直

方

市

石

炭

記

念

館

所

蔵

)
。

『
常

議

員

会

決

議

綴

』

明

治

廿

七
年

一
月

以

降

(
同

右

)
。

前

掲

『
通

常

臨

時

総

会

決

議
録

』
。

明

治

二
十

九

年

六

月

十

一
日
常

議

員

会

決

議

(
前

掲

『
常

議

員

会

決

議

綴

』
)
。

全

文

は

『
福

陵

新

報

』

明

治

二
十

五
年

八
月

二
十

五
日

付

に
紹

介

さ

れ

て

い
る

。

明

治

二
十

九

年

四

月

二
十

日
通

常

総

会

関

係

書

類

(
前

掲

『
通

常

臨
時

総

会

決

議

録

』
)

。

「
鉱

業

取

締

規

則

発

布

の
主

旨

」
、
「
博

多

商

業

会

議

所

総

会
」

(『福

陵

新

報

』

明

治

三

十

年

一
月

二

十

三

日
、

三

月

二

日
)

な
ど

に
よ

る
。

明

治

三
十

一
年

三

月

二
十

六

日

総

会
関

係

書

類

(
前

掲

『
通

常

臨
時

総

会

決

議

録

』
)

。

明

治

三
十

一
年

十

一
月
十

六

日
臨

時

総

会

関

係

書

類

(
同

右

)
。

以

下

の
規

約

の
検

討

は

前
掲

、

諸

規

約

に

よ

る
。

な

お

明

治

二
十
年

四

月

改

正

規

約

は

前

掲

、

麻

生
家

文

書

、

組

5

に

よ
る
。

明

治

二
十

七
年

四

月

四

日
通

常

総

会

決

議

(
前

掲

『
通

常
臨

時

総
会

決

議

録

』
)

。

明

治

二
十

七
年

十

一
月

七

日
常

議

員

会

決

議

(
前
掲

『
常

議

員

会

決

議

綴

』

)
。

や

や

の
ち

の
時

期

に
な

る

が

、

明

治

三
十

六
年

十

}
月

十

七

日

の
常

議

員

会

で

「
組
合

炭

坑

中

経

費

未

納

老

処

分

ノ
件

」

は

「
宿

題

ニ

ス

ル
コ

」
と

決

議

し

て

い
る

(
『
筑

豊

鉱

〔
業

〕

組

合

事

蹟

』

明
治

参

拾

五

年

度

以

降

、

麻

生
家

文

書

、

組

6
)
。

以

下
、

『
堀

川
部

分
会

決
議

録

原

書

』

明

治

二
十

七

年

七

月

ヨ
リ

同

三

十

年

十

二
月

二
至

ル

(
直

方

市

石

炭

記
念

館

所

蔵

)

に

よ

る
。

明

治

二
十

八

年

三

月

五

日

の
定
会

で
大

辻

鉱

の
豆

田
為

太

郎

が

会

長

に

選

出

さ

れ

、

三

十
年

六

月

五

日

ま

で
在

任

し

た

と
み

ら

れ

、

つ

い

で
同

年

八

月

五
日

に
新

会

頭

と

し

て
大

辻

鉱

の
高

梨

東

太

が

選

出

さ

れ

た

。

こ

の

八

月

五

日

の
会
議

で
は
前

述

の

よ

う

に
常

議

員

と

し

て
金

剛

鉱

主

加
藤

周

助

を

推

選

し

て

い

る

(
前

掲

『
堀

川

部

分

会

決

議

録

原
書

』
)

。

以

下

、
前

掲

『
通

常

臨

時

総

会

決

議

録

』

に
よ

る
。

「
筑

豊

鉱

業

組

合

の
協

議

会

」
、
「
筑

豊
磯

業

組

合
門

司

支

部

の
設

置

」

(
『
門

司

新
報

』

明

治

三
十

二
年

三
月

十

九
日
、

三
月

二
十

一
日
)
な
ど
。

前

掲

『
通

常

臨
時

総

会

決

議

録

』
、

お

よ
び

「
筑

豊

鉱

業

組

合

総

会

」

(
『
門

司

新

報
』

明

治

三
十

二
年

三
月

二
十

九

日
)
。

「
豊

前

鉱

主

の
会
合

」

「
興

業

組

合
常

議

員

会

と
豊

前

鉱

主

」

(
同
右

、

明

治

三

十

二
年

四

月
十

四

日

、

四
月

十

八

日
)
。

前

掲

「
興

業

組

合
常

議

員

会

と
豊

前
鉱

主

」
。

前

掲

『
通
常

臨

時

総

会

決

議

録

』
。

な

お
決

議

録

で

は

常

議

員

と

し

て

清

原
兼

三

(第

二
新

手

)

が

選

出

さ

れ

た

と

し

て

い
る
が

、

の
ち

五
月

六

日
付

で
谷

茂

平

選

出

に
訂

正

さ

れ

た

(
『
筑

豊

鉱

業

組

合

二
関

ス

ル
照

会



纏

』

麻

生

家

文

書

、

組

3

)
。

ま

た

本

部

・
支

部

に

つ

い

て

は

、

従

来

か

ら
若

松

に
あ

る

組

合

事

務

所

を
本

部

と

し
、
本

部
内

に
若
松
支

部
を
置

き
、

門

司

支

部

と

し

て
新

事

務

所

を
建

設

す

る

こ

と

に
な

っ
た

と

い

う

(
「
筑

豊

坑

業

組

合

総

会

」
、

『
福

岡

日

日
新

聞

』

明
治

三
十

二
年

四

月

二
十

二

日

)
。『

撫

松

鯨

韻

』

(
松

本

健

次
郎

、

一
九

三

五
年

)

五

六

六

頁
。

M

・
A
生

「
筑

豊

石
炭

の
運

送

と
若

松

港

(承

前

ご

(
『
門

司

新

報

』

明

治

二
十

八

年

四
月

十

日
)
。

以

上

、

「
筑

豊
各

炭

坑

の
貯

炭

四
億

斤

」

(同

右

、

明

治

三
十

}
年

一
月

十

一
日
)

に

よ
る

。

「
艦
運

賃

の
騰
貴

と

近

況
」

(同

右

、

明

治

三

十

一
年

一
月

十

九

日
)
。

以

上

、

同

右

、

明

治

三
十

一
年

二
月

入

日
、

二
月

十

一
日

、

二
月

二
十

日

、

三
月

二
十

二
日

、

三
月

二
十

三

日
、

三
月

二
十

四

日

付

の
関

係
記

事

に

よ
る

。

以

上

、
同

右
、

明

治

三

十

一
年

三
月

二
十
九

日
、

四
月

二

日
、
六

月
五

日

、

六

月

九

日

付

の
関

係

記
事

に

よ

る
。

以

上

、

「
筑

豊

鉱

業

組

合

水

運

部

総

会

」
、

「
筑

豊

鉱
業

組

合
直

方

支

部

の
存

廃

」
、

「
筑

豊

鉱

業

組

合
常

議

員

会
」
、

「
筑

豊

鉱
業

組

合

本

年

度

の

予
算

」

(同

右

、

明

治

三

十

三
年

三

月

一
日

、
三

月

十

一
日
、

三
月

二
十

三

日

、

四
月

五

日
)
。

「
鉱

業

諮

問

会

の
顛

末

」

(
『
日
本

鉱

業

会

誌

』

第

九

二
号

)
。

同

右

。

前

掲

「
九

州

鉱

業

者

集

会

決

議

報

告
」

(麻

生

家

文

書

、

組

5

)
。

「
石

炭

輸

出

業

組

合

規

約

(
写

)
」

(
同

右

)
。

Ⅵ

以

上

、

「
石

炭

輸

出

業

組

合

規
約

草

按

二
基

キ
決

議

」
、

「
石
炭

輸

出

業

組

合
規

約

草

按

二
基

キ
申

合

」

(
い
ず

れ
も

同

右

)
、

お

よ
び

「
鉱

業

者

聯

合

」

(
『
門
司

新

報

』

明

治

二
十

六
年

三
月

十

六

日

)
。

「
炭
礦
業

者

の
会

合
」

(同

右

、

明

治

二
十

七
年

四
月

八

日
)
。

以

下

、

「
筑

豊

坑

業

組

合

の
通

牒
」

(同

右

、

明

治

二
十

七
年

四

月

二
十

五

日
)
、

「
筑

豊
鉱

業

組

合

員

有

志

意

見

書

」
、

「
佐

賀

県

鉱

業

人

意

見

書
」

(
い
ず

れ

も

、

前
掲

、

麻

生

家

文

書

、

組

5

)

に
よ

る
。

前

掲

『
通

常

臨
時

総

会

決

議

録
』
。

前

掲

『
通

常

臨
時

総
会

決

議

録

』
、

『
常

議

員

会

決
議

綴

』
。

明

治

二
十

七

年

七

月

七

日

鉱
業

組

合

若

松

石

炭

問

屋

組

合

臨

時

交

渉

会

決

議

(
前

掲

、
麻

生

家

文

書

、

組

5
)
。

明

治

二
十

七

年

六

月

二
十

八

日
臨

時

総

会

決

議

(
前

掲

『
通

常

臨
時

総

会

決

議

録

』
。

高

原

徳

太

郎

「
筑
豊

鉱

業

組

合

の
門

司

輸

出

炭

取

締

規

約

取

消

二
付

愚

見

を

述

ぶ

」

(
『
門

司

新

報

』

明

治

二
十

七
年

十

一
月

三

日
)
。

た

と

え

ば

「
石
炭

輸

出

禁

止
令

愈

出

で
ん

」
(
『
門

司

新

報

』

明

治

二
十

七

年

九

月

九

日
)
。

以

下

、

「
九

州

炭

鉱

者

団

体

組
織

会

」

(前

掲

、

麻

生

家
文

書

、
組

5
)

に
よ

る
。

「
日
清

事

件

石

炭

輸

出

に
就

き

三

県

坑

業

者

の

会

議

」
(『
門

司

新

報

』

明

治

二
十

七
年

九

月

十

五
日

)
。

「
石
炭

輸

出

取

調

委

員

の
上

京

」
(同

右

、

明

治

二
十

七
年

九

月

二
十

三

日

)
。「

石
炭

輸

出

に
決

す

」
、

「
石
炭

輸

出

復

旧

に
就
き
坑
業

組

合

の
通

知

」



(
同
右

、

明

治

二
十

七

年

十

月

二
十

五

日
、

十

月

二
十

九

日

)
。

前

掲

、
高

原
述

。

以

上

、
高

野

江

基

太

郎

『
門

司

港

誌

』

複

刻

版

(名

著

出

版

、

一
九

七

三
年

)
九

一
頁

以

下

、
『社

団

法

人

若

松

石

炭

協

会

五

十

年

史

(同
会

、

一

九

五

七

年
)

二

一
頁

以

下

に

ょ

る

。

『
石

炭

鉱

業

聯

合

会

創

立

拾

五

年
誌

』

(同

会

、

一
九

三

六

年

)

回

顧

篇

二

八
貢

。

付
記

本
稿
は
、
経
営
史
学
会
第

一
九
回
大
会
自

由
論
題
報
告

二

九
八
三
年

一
〇
月
二
九
日
、
西
南
学
院
大
学
)
、
お
よ
び
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

セ
ン

タ
ー
第

二
〇
回
研
究
会
報
告

二

九
八
四
年
四
月
二
八
日
)
の
報
告
原
稿
に
加

筆
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿

で
利
用
し
た
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
直
方

市
石
炭
記
念
館
、
宮
田
町
石
炭
記
念
館
、
福
岡
県
立
図
書
館
、
北
九
州
市
立
図

書
館
、
九
州
大
学
経
済
学
部
図
書
室
、
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
の
関
係
各
位
に

お
世
話

い
た
だ

い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

卜↓


